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新方遺跡 野手西方地区

fig。 1 新方遺跡 野手西方地区 出土人骨

標高約7mの 自然堤防上の南端に掘られた弥生時代前期の溝に墓坑が造られ、頭を北にして埋葬されて

いる。二人とも成人で体に石鏃が残っており争いによる戦死者と考えられる。(本文301頁 )



住吉宮町遺跡 第24・ 29次調査

fig。 2 住吉宮町遺跡 第24次調査 古墳群  (本文55頁 )

fig。 3 住吉宮町遺跡 第29次調査 古墳群  (本文359頁 )



湯山遺跡 第 1次調査

fig,4 湯山遺跡 第 1次調査 岩風呂遺構

有馬温泉にある易山遺跡では、織豊期の湯殿遺構をはじめ庭園遺構・建物跡等が確認された。豊臣秀吉

築造の湯山御殿の遺構と考えられる。(本文159頁)



長田神社境内遺跡 第10次調査

fig.5 長田神社境内遺跡 第10次調査 出土遺物  (本文171頁 )



震災から5年が経過し、神戸のまちなみもようやく平静さを取り戻

してまいりました。しかし、着手されたばかりの復興関連事業も少な

くなく、これに伴う発掘調査は今も続けられております。

さて、平成 9年度は「神戸市文化財保護条例」が施行されまして神

戸市における文化財保護体制が本格的に整備されることになった年で

した。

また、平成 9年度におきましても前々年、前年と同様に全国各自治

体からの支援を受け発掘調査を進めてまいりました。迅速な発掘調査

の対応ができましたのも、多くの方々のご支援とご協力によるものと

感謝いたしております。

さらに、この年北区有馬町で実施された湯山遺跡の発掘調査におき

ましては、この調査成果をもとに、先頃「太閤の湯殿館」が復元整備

され市民の皆様に公開されることとなりました。

本書を通じ埋蔵文化財に対するご理解を深めていただく一助となれ

ば幸いです。

最後に、調査およびこの年報作成にご協力いただいた関係諸機関、

関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

平成12年 3月

神戸市教育委員会
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2.本書に掲載した位置図は、神戸市立中学校教育研究部編集 (神戸市スポーツ教育公社発行)の 5万分の

1神戸市全図を、各遺跡の位置図tよ ネ申戸市発行2500分の1地形図|を使用した。

3.本書は、埋蔵文化財発掘調査一覧表に示した各調査担当者が執筆し、 I.平成 9年度事業の概要につい

ては安田 滋が執筆した。本書の編集については、丸山 潔の指導のもとに内藤俊哉が行った。

4・ 表紙写真は新方遺跡野手西方地区出土の滑石製品 (本文301F動 で、裏表紙写真は住吉宮町遺跡出上の

人物埴輪 (本文55頁)である。
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1.は じめに

2.普及啓発

事  業

特別展示

I.平成 9年度 事業の概要

平成 9年度は阪神・淡路大震災から3年目を迎え、市街中心部の繁華街や大通りに面し

た地域はかなり復興したかに見える状況であった。しかし、平成 9年 4月 当初、応急仮設

住宅にはまだ 24,174世帯、43,529人の市民の方々が生活をしており、大通りを 1本奥に

入れば、まだまだ空き地が目立つ状況であった。この様な状況下、一刻も早く元の市民生

活を取り戻すべく、震災復興事業が当市の最優先の課題であった。埋蔵文化財調査は、こ

の復興事業に支障をきたさないことが大前提であるため、平成 9年度も復旧・復興事業に

伴う調査が全事業の中心に位置づけられ、そのための体制を整えて取り組んだ。

震災復興関連の調査事業は、平成 7年度に文化庁より出された「阪神・淡路大震災の復

旧・復興事業に伴う埋蔵文化財の取扱いに関する基本方針について (平成 7年 3月 29日 付

け文化庁次長通知 庁保記第144号)」 と、「阪神・淡路大震災の復旧・復興事業に伴う埋
蔵文化財の取扱い適用要領 (平成 7年 4月 28日付け兵庫県教育長通知 県教社文第191号)」

に基づいた制度が、種々の問題を含みながらもほぼ軌道に乗り、復興事業との調整は順調

に行われたものと思われる。

一方、通常事業に伴う調査も、北区の圃場整備事業に伴う調査を中心に、徐々にではあ

るが、増えつつある状況であった。

また復興事業に伴う調査が増え、身近で発掘調査が行われたことによって、埋蔵文化財

に対する市民の関心も深まりつつあり、調査中の現地説明会も、広範囲の人々を対象とし

た従前の現地説明会の他に、地元の方々を対象に、その地区の埋もれた歴史を紹介するよ

うな地元説明会等を開催し、埋蔵文化財の普及啓発に努めてきた。

〔神戸市埋蔵文化財センター〕

平成 3年度に開館した神戸市埋蔵文化財センターは、 6年目を迎え、市内出土遺物の整

理・保存処理・収蔵・公開をおこなう拠点施設として機能している。市内の出土遺物を年

代順に展示し、神戸の歴史を概観することのできる常設展示室のほかに、収蔵庫と遺物整

理室の一部を公開し、発掘された出土遺物の復元作業・収蔵状況を理解していただけるよ

うにしている。また、年間数回の特別展示・企画展示をおこない、市民に埋蔵文化財の情

報発信を行った。一方、『こどもたちの考古学講座』と『体験考古学講座』は、体験を通

じて埋蔵文化財により親しんでもらう企画で、好評をはくしている。

本年度は特別展示として文化庁・神戸市立博物館と共催で'97年度に全国で発掘された

最新の調査成果を一堂に集めた、全国巡回展『発掘された日本列島'97』 を神戸市立博物

館を会場に開催した。また同時開催の地域展示として、『ひょうご復興の街から』と題し

て、 3年間の震災復興関連発掘調査の調査成果の集大成をおこない、震災復興事業と埋蔵

文化財発掘調査の関係を多くの方に知っていただいた。開催期間は平成 9年11月 2日 から

平成 9年11月 24日 までで、期間中 10,471人の入館者があった。期間中の11月 9日 には奈

良国立文化財研究所埋蔵文化財センター長工楽善通氏の講演会「近年発見の重要遺物から」

と、11月 23日 には立命館大学教授和田晴吾氏の講演会「震災復興と埋蔵文化財」を神戸市

立博物館講堂にておこなった。
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企画展示

速報展示

本年度の企画展示としては、平成 9年 7月 26日 から平成 9年 8月 30日 までの期間で、

『遺跡を再現』と題して、遺跡から切り取って保存している遺構や、土層のはぎ取り、遺

物の保存処理など近年の科学的な発掘調査技術の成果を展示し、会期中2,654人の入館者

があった。期間中の 7月 27日 には奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター調査部長沢田

正昭氏による講演会「発掘現場から博物館へ」を神戸市埋蔵文化財センター研修室でおこ

なった。また 7月 26日 と8月 9日 には学芸員による展示解説を実施した。

平成10年 3月 21日 から平成10年 5月 31日 までの間には、動物埴輪や動物の描かれた絵画

土器などを展示した企画展『どうぶつてん』を実施し、期間中に 11,997人 が埋蔵文化財

センターに入館した。

平成 9年 2月 22日 から平成 9年 6月 1日 にかけて、西区の弥生時代の高地性集落である

城ケ谷遺跡の調査成果を紹介した速報展『城ケ谷遺跡速報展』を開催し、期間中に

13,671人が埋蔵文化財センターに入館した。

ン/″
/            .11‐

■=■｀

fig.6 特別展『発掘された日本列島'97』 展

展示風景

地域の身近な遺跡を紹介するため、|

展示会を開催した。期間・場所等は、

fig,7 企画展『遺跡を再現』展

展示風景

埋蔵文化財センターの他にも地域の施設を利用して

下表のとおりである。

館外展示

展示会名称 期 間 場 所 見学者数

道場町郷土史展 H9,11/2～11/3 神戸市立農村環境改善センター 500ノく

淡河町遺跡展示会 H10,1/31～ 2/8 神戸市立淡河地域福祉センター 500ノ(

考古学講座  『こどもたちの考古学講座』は学校の休日である第 2・ 第 4土曜日の催しとして、体験
を通じて先人の生活や技術を学び、埋蔵文化財により親しむ趣旨から、小学校 4年生以上

高校生までを対象としたものである。平成 9年度は計 7回開催した。また、先年度から始

まった『女性のための考古学講座』は『体験考古学講座』と模様替えし、一般を対象とし

た体験講座を計 2回開催した。
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こどもたちの考古学講座

開催日 講  座  名 内 容 参加者数

第 1回 4///26 石器をつくろう 滋賀県産高島石で、石包丁な

どの磨製石器をつくる。

81人

第 2回 5///24 体験発掘 遺跡を掘る 発掘調査中の遺跡で、実際の

発掘調査を体験する。

152ノ(

第 3回 7ノ//26 勾玉をつくろう 印材の青田石や寿山石で勾玉

をつくる。

128ノ＼

第 4回 8///24 土器・埴輪をつくろ う 乾燥すれば硬化する粘土で土

器・埴輪をつくる。

183ノヘ、

第 5回 8///23 縄文時代の葉っぱを探そう 垂水日向遺跡出上の縄文時代

の木葉を水洗選別し、フィル

ムに封入して、種類を調べる。

86人

第 6回 11/8 古代人の生活体験 大歳山遺跡公園の復元住居で、

火起こし。脱穀 。石器や土器

での調理などをおこなう。

67メ、

第 7回 12///13 縄文クッキーをつくろう ドングリ (シ イの実)を粉に

して、クッキーを焼く。

64ノ＼

体験考古学講座

開催日 講 座 名 内 容 参加者数

第 1回 2/28 勾玉をつくる 印材の青田石や寿山石で勾玉

をつくる。

31人

第 2回 3/28 土器を焼く 実際に粘土から土器を成形し

乾燥後、野焼きをする。

32ノ 、`

fi9 8 こどもたちの考古学講座風景 fig 9 体験考古学講座風景
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〔文化財保護強調週間の催し〕

大歳山遺跡公園では、11月 1日 から7日 までの期間、復元した竪穴住居の内部を公開す

るとともに、古代人の生活の一部を体験できるように、舞錐による火起こしや臼・杵によ

る米の脱穀などをおこなった。また、火起こしが成功した参加者には、「古代入認定書」

を配付した。 7日間の参加者は、1,308人であった。

〔発掘調査現地説明会の開催と報道関係資料発表〕

調査期間中重要な発見があった場合、市役所内市政記者クラブにおいて発表をおこない、

現地説明会を開催した。調査の都合上現地説明会が開催できない場合はプレス発表のみお

こなった。また、今年度は地元の方々を対象とした地元説明会を開催した。

〔資料等の貸出〕

平成 9年度に各機関等に貸し出した資料は、写真35件129点、遺物 5件73点であった。

〔刊行物)

平成 9年度の刊行物は、以下の6点である。

(1)平成 7年度 神戸市埋蔵文化財年報  平成10年 3月発行  頒価 2,800円

(2)住吉宮町遺跡 (第 17・ 第18次調査)  平成10年 1月発行  非売

(3)雲井遺跡 (第 8次)        平成10年 3月発行  非売

は)神戸市東灘区本山遺跡 (第22次)  平成10年 3月発行  非売

(5)ひ ょうご復興の街から (展示図録)  平成 9年11月発行  頒価 400円

(6)神戸市埋蔵文化財分布図       平成 9年 4月 発行  頒価 1,000円

発掘調査 現地説明会

遺 跡 名 開催 日 内 容 見学者

住吉宮町遺跡 H9.4/20 5世紀後半の古墳と入墨をした人物埴輪   (P.55) 450人

新方遺跡 H9.4/29 弥生時代前期の縄文時代の特徴を持った人骨 (P,301) 620メ、

湯山遺跡 H9.5/25 豊臣秀吉の作った湯山御殿の庭園跡     (P,159) 300赤、

勝雄遺跡 H9.12/7 飛鳥時代の集落跡             (P。 381) 130人

発掘調査 地元説明会

遺 跡 名 開催 日 内 容 見学者

御蔵遺跡 H10。 2/6 古墳時代～飛鳥時代の掘立柱建物群     (P。 185) 50メ、

兵庫松本遺跡 H10.3/22 古墳時代前期の集落跡 100ノ代

報道関係 資料発表

遺  跡  名 発表 日 内 容

新方遺跡 H9.6/24 弥生時代前期の石鏃の刺さった人骨       (P,301)

長田神社境内遺跡 H9,10/13 弥生時代終末期の小型傍製鏡          (P。 171)

湯山遺跡 H9,10/15 豊臣秀吉の作った湯山御殿の石垣 。享Ь      (P,159)
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3.文化財保護  平成 9年 3月 31日 に、「現在及び将来の市民の文化的向上に資することを目的」に制定
条例    された、『ネ申戸市文化財の保護及び文化財等を取り巻く文化環境の保全に関する条例』が

平成 9年 7月 15日 に施行され、同条例の施行規則も平成 9年 7月 15日 に制定され、神戸市

の文化財保護の制度が整った。

これに基づき、平成 9年 8月 12日 に第 1回文化財保護審議会が開催され指定文化財・登

録文化財・地域文化財の指定・登録・認定について諮問をおこない、平成 9年10月 1日 に

第 2回文化財保護審議会において諮問に対する答申を受けた。そして、平成 9年10月 1日

この答申に基づき49件の文化財指定、登録、認定を行った。そのうち、埋蔵文化財に関係

するものとして以下の3件が指定された。

神戸市指定史跡

伝豊太閤湯山御殿跡

狩口台きつね塚古墳 1基

北区有馬町字有馬   450♂

垂水区狩口台 7丁目  2,123だ

神戸市指定有形文化財 (考古資料)

狩口台きつね塚古墳出土品  145点

4.調査事業   平成 9年度も当市の発掘調査事業は、神戸市教育委員会と公共事業関連の調査の一部を
財団法人神戸市スポーツ教育公社に委託して実施した。それらの調査は、平成 7・ 8年度

に引き続いて阪神・淡路大震災復興事業と震災に関係のない通常事業に起因する調査に区

別される。全体の調査件数は113件で、総発掘調査面積 (底地面積)は 88,461だ 、複数遺

構面を勘案した延べ調査面積は 129,824だであった。平成 8年度と比較すると調査件数は

ほぼ同数であるが、総調査面積は底地面積で83%、 延べ調査面積で79%と約 2割減少して

いる。このことは、個人の復興が進み、小規模な開発が多くなったことに起因すると思わ

れる。これらの調査に要した費用は約 1,874,091千 円である。

平成 9年度の文化財保護法に基づく各届出・通知と試掘調査依頼の件数は次表のとおり

である。

保護法

57条 -1
保護法

57条-2
保護法

57条 -3
保護法

57条-5
保護法

57条-6
保護法

98条 -2
開発行為事前審査

& 事前調査依頼
掘

頼

試

依

通常事業 2件 26+牛 14件 0件 0件 20件 42イ牛

復興事業 2件 192イ牛 12件 4件 1件 75イ牛 192イ牛

計 4件 218イ牛 26イ牛 4件 1件 95イ牛 192件 234イ牛

先年度と比較すると、文化財保護法57条の2及び57条の3に基づく届出。通知の件数は

約30%減少している。このことは、個人住宅や店舗の再建が一段落したことを表している

と考えられる。しかし、試掘調査依頼や発掘調査依頼の件数は、ほぼ同数ないしは若干増

加している。

なお、文化財保護法57条の1による届出は、すべて民間発掘調査組織から出された開発

-5-



復興事業に

伴う調査

5。 市内発掘

調査の概要

事前調査で、学術調査に伴うものはない。

震災から3年目を迎えた復興事業に伴う調査は、先年度とほぼ同数の89件であった。 こ

のうち70%にあたる62件が個人および中小企業が事業者である国庫補助事業で、大企業お

よび公共の事業者の経費負担による受託事業は27件である。調査原因となった事業別内訳

は、民間共同住宅建設27件、個人住宅建設17件、公営住宅建設 7件、店舗・社屋等の建

て替え 5件、市街地再開発・土地区画整理事業および宅地造成22件、公共施設再建 1件、

復興道路建設 7件、その他 3件となっている。これらの復興関連調査に要した費用は全体

で 1,673,924千円であった。このうち、490,000千 円が国庫補助事業で、その内訳は、事

前確認の試掘調査が 43,454千 円、個人・中小企業者の事業にかかる発掘調査が 446,546

千円である。

平成 8年度に引き続き復興事業に迅速に対応するため、13府県から兵庫県教育委員会に

派遣された専門職員と兵庫県教育委員会の職員合わせてのべ43名の埋蔵文化財専門職員に、

本市の発掘調査計21件を支援いただいた。そのうち6件は当市の職員との共同調査の形を

とった。また、土地区画整理事業では、県が直接受託した支援調査が 4件あった。

なお、先述した復旧・復興事業に伴う埋蔵文化財の取扱いに関する特例措置の期限が平

成10年 5月 31日 までであったのが、平成10年 3月 26日付け文化庁次長通知 庁保記第144

号で、平成12年 3月 31日 まで延長された。

本年度の主な調査成果を、以下時代順にまとめる。

篠原遺跡では昭和59年度と平成 2年度の調査で、縄文晩期の亀ケ岡式上器や甕棺などが

多数見つかった調査地の隣地で調査がおこなわれ、これまでの調査と同様の甕棺 3基が見

つかり、縄文晩期の墓制を考える良好な資料が得られた。

新方遺跡では弥生時代前期初頭の遺構から、縄文人の形質を残した人骨が 3体見つかっ

た。これらの人骨には多数の石鏃が刺さっており、弥生時代の当初から戦争があったこと

を物語るとともに、日本人の形質学上のルーツを考える上でも貴重な資料である。長田神

社境内遺跡では庄内期の住居址から小型傍製鏡が出土しており、これに続く古墳時代の小

型傍製鏡の製作を考える上で重要である。またこの住居址からは縄文時代の結髪土偶が出

土していることが、翌年度の整理中に確認された。

住吉宮町遺跡では地中に埋もれた古墳が多数発見された。そのうち 1基からは入れ墨を

した人物埴輪が出土している。また同遺跡中存在していたとされる坊ケ塚古墳は、これま

で絵図面 。地名・地積図などから、前方後円墳と予想されていたが、試掘調査によって後

円部径約 35mの前方後円墳ないしは帆立貝式古墳であることが判明した。

北区の勝雄遺跡では飛鳥時代の竪穴住居が多数見つかり、これまで明らかでなかった淡

河地区の古代史の一端が判明した。土地区画整理事業で明らかとなった御蔵遺跡では飛鳥

時代から奈良時代にかけての倉庫群が多数見つかり、その地名から官衡に関連する倉庫群

であった可能性もある。

先年度に引き続いて調査のおこなわれた有馬の湯山遺跡では、豊臣秀吉の築いた湯山御

殿の一部と考えられる湯殿跡とともに、庭園も見つかった。また現存する石垣も当時のも

のであることが判明した。
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平成 9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(1)

h 遺 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者 調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

1 郡家遺跡城ノ前地区

第 5次調査

東灘区御影町御

影字城ノ前1451

-4

神戸市教育委員会 岡山真知子

石崎 善久

丸杉俊一郎

271ご 9  7 28-9 10 13 古墳時代の竪穴住居・掘立柱建物

弥生時代後期の堅穴住居

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

1,084∬

2 郡家遺跡城ノ前地区

第 6次調査

東灘区御影町御

影字城ノ前1442

-3

神戸市教育委員会 阿部 敬生 32nf

128∬

9728～ 9825 弥生時代後期～中世の土坑・ ピット
落ち込み

弥生土器・ 須恵器 。土師器・ 玉製品

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

郡家遺跡城ノ前地区

第37次調査

東灘区御影町御

影字城ノ前1486

-6

神戸市教育委員会 深谷 慧二

氏平 昭則

(県支援 )

50∬ 9  8 20-9  9 19 平安時代前期の掘立柱建物

古墳時代後期の竪穴住居

個人医院建設

〔国庫補助事業〕

50∬

4 郡家遺跡城ノ前地区

第38次調査

東灘区御影町御

影字城ノ前1427

-2

神戸市教育委員会 河野 喜映
福島 孝行

小栗 明彦

9  9 24-9 12 16 古墳時代中期の流路

弥生時代後期の土坑・溝・ 柱穴

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

郡家遺跡大蔵地区

第 6次調査

東灘区御影町郡

家字大蔵10-4
神戸市教育委員会 関野  豊 80∬ 103.12～10324 遺構は確認されず

旧河道

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

80∬

岡本東遺跡第 1次調査 東灘区岡本 7丁

目31-2
神戸市教育委員会 中山 浩彦

丸杉俊一郎

(県支援)

10 1 8～10 3 2 弥生時代～古墳時代醐 の掘立脚 ・

竪穴住居l■、縄文時代後期の貯蔵穴

縁帯文土器

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

7 森北町遺跡第 8次調査 東灘区森北町 4

丁目30-2
神戸市教育委員会 藤井 太郎 91030～ 91119 古墳時代中期の流路 古墳時代前期の

流路 弥生時代後期の竪穴住居・土坑

溝・ 柱穴・流路

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

本山遺跡第28次調査 東灘区本山】ヒ町

3丁目 3-12
神戸市教育委員会 松林 宏典 95ポ 91024～ 91112 弥生時代の土坑 。ビット 公民館再建

〔国庫補助事業〕

95ど

9 住吉宮町遺跡第24次調査 東灘区住吉本町

1丁 目7-32
神戸市教育委員会 安田  滋

西岡 誠司
450だ 9 4 1～ 9 5 7 古墳時代中期の方墳 4基

弥生時代末の上器棺墓

人物埴輪

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

45011f

住吉宮町遺跡第25次調査 東灘区住吉宮町

3丁目14

神戸市教育委員会 内藤 俊哉 500ぽ 9,47～ 988 中世の土坑墓 古墳時代の掘立柱建物

弥生時代末の竪穴住居 。土器溜り

共同住宅建設

1.5001f

11 住吉宮町遺跡第26次調査 東灘区住吉宮町

7丁 目6-7
神戸市教育委員会 浅谷 誠吾 100∬ 9 4 9～ 9 5 8 奈良時代の掘立柱建物

古墳時代後期の竪穴住居

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

300∬

住吉宮町遺跡第27次調査 東灘区住吉宮町

7丁目 3-27

神戸市教育委員会 司

豊

誠岡

野

西

関

900∬ 9416～ 9530 古墳時代の上坑墓
弥生時代の竪穴住居

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

3,600∬

住吉宮町遺跡第28次調査 東灘区住吉宮町

6丁 目14-5
神戸市教育委員会 阿部 敬生 999～ 9917 中世の土坑・ ピット 事務所付き共同住宅

建設

〔国庫補助事業〕

住吉宮町遺跡第30次調査 束灘区住吉本町

1丁 目20-7
神戸市教育委員会 内藤 俊哉 300ド を0 2 16-10 3 31

H ll継続

中世の石列・掘立柱建物・流路 共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

600nf

本庄町遺跡第 6次調査 束灘区本庄町 2

丁目181・ 182

神戸市教育委員会 小栗 明彦
藤井 保大
(県支援)

450 nf 9  7  1～ 9  8 28 中世以降の井戸 。土坑

古墳時代～中世の水田址・溝

共同住宅建設

(国庫補助事業〕

1,800ぽ

16 本庄町遺跡第 7次調査 東灘区本庄町 2

丁目180

神戸市教育委員会 富山 直人 10318～10331
■11継続

弥生時代～中世の水田址 共同住宅建設

束灘No22地 点第 2次調査 束灘区本山北町

6丁目 2-9
神戸市教育委員会 藤井 太郎 301f 9,4 14-9 4 15 弥生時代～中世にかけての遺物の流れ

込み

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

3011f
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平成 9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(2)

Nα 遺 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

掘 削 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

篠原遺跡第16次調査 灘区篠原本町 3

丁目17-1、 3

神戸市教育委員会 内藤 俊哉 と60ポ 9812～ 9.925 中世の溝・土坑
古墳時代の堅穴住居・溝

縄文土器 (晩期)

事務所付き共同住宅

〔国庫補助事業陛射

480∬

篠原遺跡第17次調査 灘区篠原中町 2

丁目 7

神戸市教育委員会 佐伯 二郎

中村 大介
95∬ 103.3～ 10.3.31

Hll継続

弥生時代後期の竪穴住居址

縄文時代晩期の土器棺

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

285∬

西求女塚古墳第 9次調査 灘区都通 2丁目

1-12
神戸市教育委員会 西岡 誠司 80ポ 9.12 19-10, 1. 7 奈良～平安時代の上坑・ 溝・ ビット

奈良時代以前の地震痕跡

工場付き専用住宅

〔国庫補助事業〕

80ni

西求女塚古墳第10次調査 灘区都通3丁目

41・ 42

神戸市教育委員会 東 喜代秀 101nf 10,3.11～ 10.3,23 鎌倉時代のビット数基 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

101ゴ

都賀遺跡第 8次調査 灘区神前町 3丁

目442・ 444

神戸市教育委員会 東 喜代秀 55∬ 9 7 1～ 9 7 4 弥生時代～中世の遺物包含層
土石流

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

55 1rf

都賀遺跡第 9次調査 灘区六甲町 5丁

目31-2
働神戸市スポーツ

教育公社

川上 厚志 1,000∬ 9.122～ 103.31 近世の溝 。耕作痕

弥生時代後期の溝

市営住宅建設

3,000Hf

西郷古酒蔵群第 2次調査 灘区新在家南町

3丁 目126-4

神戸市教育委員会 富山 直人 300∬ 10 1 12-10 3 18 近世～近代の酒蔵 酒造施設 (釜屋・

前蔵 。大蔵・店舗 。居住区・ 釜場・ 槽

場)

倉庫建設

750ド

脇浜西遺跡

(試掘 )

中央区脇浜海岸

通 2丁 目88

神戸市教育委員会 西岡 巧次 9  6 16-9  6 23 室町時代の整地層・ ピット

土師器

束部新都心再開発

〔国庫補助事業〕

脇浜西遺跡第 1次調査 中央区脇浜海岸

通 2丁目88

神戸市教育委員会 西岡 巧次 540Hf 9 7 7～ 9 9 5 鎌倉時代後期の掘立柱建物・区画溝
土坑

東部新者膨b再開発

540言

中山手遺跡第 2次調査 中央区中山手 4

丁目11-16

神戸市教育委員会 木戸 雅寿
三輪 晃三

(県支援)

231言

693Hf

10 1 12-10 2.23 近世の料亭の火災面

弥生時代末の集落址

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

雲井遺跡第 9次調査 中央区旭通 3丁

目38-3
神戸市教育委員会 前田 佳久 941～ 9,44 H8年度調査地撤収作業等 店舗付き住宅

〔国庫補助事業〕

雲井遺跡第10次調査 中央区旭通 2丁

目13

神戸市教育委員会 富山 直人 80011f 941～ 9526 古墳時代後期の竪穴住居 。大型の柱掘
方をもつ掘立柱建物

団地建設

1,600ポ

日暮遺跡第15次調査 中央区八雲通 1

丁目4-3・ 5
神戸市教育委員会 日野 博史 346nf 9 11.10´ ψ10. 2 23 鎌倉時代後期の土坑・ 溝 。ビット・井

戸・畝状遺構

青磁器・陶器・ 火箸状金属製品

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

1,088∬

湊川遺跡第 3次調査 兵庫区下沢通 2

丁目 2-1
神戸市教育委員会 富山 直人

中村 大介

と0 12 15-10 2 20 中世以降の護岸石組み

中世のビット・ 土坑

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

大開遺跡第 7次調査 兵庫区大開通 3

丁目 1-25
神戸市教育委員会 鎌田  勉

友岡 信彦
(県支援 )

220N 9 4 1～ 9 4 3 H8年度調査地撤収作業等 会社 ビル建設

〔国庫補助事業〕

220∬

上沢遺跡第 8次調査 兵庫区上沢通 8

丁目10-1
神戸市教育委員会 斎木  巌

三輪 晃三

(県支援)

340nf

1 020nf

941～ 9714 鎌倉時代の井戸、奈良～平安時代の掘
立柱建物 弥生時代後期の上坑・溝
弥生時代前期の土坑・溝

道路建設

山手幹線拡幅

上沢遺跡第 9-I次 調査 長田区目割Щ
2丁 目

働神戸市スポーツ

教育公社

池田

井尻

毅

格

750∬

1,500ド

9 616～ 910,8 奈良～平安時代の掘立柱建物
古墳時代の竪穴住居 。大壁造 り建物

滑石製品 。韓式上器・製塩土器

道路建設

山手幹線拡幅
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血 遺  跡  名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

掘 削 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

上沢遺跡第 9-Ⅱ 次調査 長岡区五番町 1

2丁目

lV/神戸市スポーツ

教育公社

池田  毅
井尻  格

650Hf 9109～10212 奈良～平安時代の掘立柱建物
古墳時代の竪穴住居 。大壁造り建物

滑石製品・ 韓式上器・ 製塩土器

道路建設

山手幹線拡幅

1.300ポ

上沢遺跡第10次調査 兵庫区上沢通 8

丁目10・ 11

神戸市教育委員会 富山 直人 400Hf 9  8 18-9 10 4 中世の土坑・溝 奈良時代の井戸

弥生時代末の溝 的 の土坑・

溝

共同住宅

〔国庫補助事業〕

800∬

上沢遺跡第11次調査 長田区六番町 1

丁目4-48
神戸市教育委員会 斎木  巌 60∬ 9  8.25-9  9  5 平安時代の肩 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

と20nf

上沢遺跡第12次調査 兵庫区上沢通 8

丁目13-16。 17

神戸市教育委員会 横田  明

家塚 英詞

(県支援)

37∬ 994～ 9916 中世の柱穴 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

74∬

上沢遺跡第13次調査 兵庫区上沢通 6

丁目13-31

神戸市教育委員会 西岡 巧次 28∬ 9,98～ 9918 古墳時代の掘立柱建物
弥生時代後期の落ち込み

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

56nf

上沢遺跡第14次調査 兵庫区上沢通 8

丁目13-23

神戸市教育委員会 斎木  巌 20nf 9  9 24-9 10 9 奈良～平安時代のビット・土坑

弥生時代後期の土坑・ ビット

弥生時代前期の溝

個人住宅建設

(国庫補助事業〕

601f

上沢遺跡第15次調査 長田区五番町 1

丁目6-14
神戸市教育委員会 横田  明

家塚 英詞
(県支援)

30だ 9 10  1-9,10 2 上層のみ調査で遺禰は確認されず

下層には流路確認

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

30nt

上沢遺跡第16次調査 兵庫区上沢通 8

丁目10-6
神戸市教育委員会 斎木  巌

奈良 康正

(県支援)

405∬

1355∬

91118～ 10331 古墳時代初頭の堅穴住居
弥生時代後期の竪穴住居

弥生時代後期の地震痕跡 (地滑り)

道路建設

山手幹線拡幅

上沢遺跡第17次調査 兵庫区松本通 8

丁目 4-5
神戸市教育委員会 松林 宏典 40∬ 91211～ 91218 古墳時代の流路

布留式土器～古墳時代後期の須恵器

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

40ポ

上沢遺跡第18次調査 兵庫区上沢通 8

丁目13-15・ 16

神戸市教育委員会 阿部 敬生 50nf 9 12.17-9 12 25 中世の土坑・溝・ ピット・ 落ち込み

弥生土器 古墳時代の須恵器・ 土師器
個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

50だ

兵庫松本遺跡第 9次調査 兵庫区松本通 2

丁目 5-1
神戸市教育委員会 松林 宏典 416rf 10 1 13-10 3 31

HH継続
古墳時代前期の掘立柱建物・流路

弥生時代後期の竪穴住居・土坑・溝

弥生時代前期の流路

市営住宅建設

832ポ

46

-1

日下部遺跡

(試掘)

北区道場町日下

部・八多町中

神戸市教育委員会 久保 弘幸

(県支援)

80ド 9 4 7～ 9 4,9 古墳時代 。室町時代の遺構を確認 土地区画整理

〔国庫補助事業〕

80∬

中遺跡

(試掘 )

北区八多町中 神戸市教育委員会 久保 弘幸

(県支援 )

77∬ 9 7,10～ 9 716 古墳時代・鎌倉～室町時代の遺構を確
認

土地区画整理

〔国庫補助事業〕

77∬

星和・八多

く試掘)

北区有野町有野

字福谷北4156

神戸市教育委員会 阿部 敬生 2101f 9  7  3～ 9  7 24 遺構は確認されず 宅地造成

〔国庫補助事業〕

210∬

湯山遺跡 (湯山御殿跡)

第 1次調査

北区有馬町字有

馬1642

神戸市教育委員会 須藤  宏 9 4,1～ 9 10 3 安土桃山時代に豊臣秀吉が作らせた湯

山御殿の一部 湯殿関係の遺構・庭園
寺院庫裏再建

〔国庫補助事業〕

湯山遺跡第 2次調査 北区有馬町字有

馬1030

神戸市教育委員会 浅谷 誠吾 80∬

180nf

9.12 3～ 10 1 8 近世初頭の石垣・ 造成面 個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

長田神社境内遺跡

第10次調査

長田区六番町 8

丁目 3

神戸市教育委員会 藤井 太郎
丸杉俊一郎

(県支援 )

1,100nf 9616～ 9,9,16 近世の噴砂 中世の掘立柱建物
弥生時代後期の竪穴住居・掘立柱建物

小型傍製鏡

市場再建

〔国庫補助事業〕

1,100だ

平成 9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(3)
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NQ 遺  跡  名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者 調 査 期 間 調 査 内 谷 調 査 原 因

長田神社境内遺跡

第11次調査

長田区長田町 3

丁目1-1
神戸市教育委員会 佐伯 二郎 102.19～10.3.6 近世の石組み遺構

古墳時代の須恵器・土師器

防火水槽設置

〔国庫補助事業〕

長田南遺跡第 2次調査 長田区五番町 8

丁目

神戸市教育委員会 池田  毅 600言 10 3  4-10 3 31

Hll継続

中世の掘立柱建物

弥生時代中～後期の竪穴住居

突帯文土器

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

600ポ

紳楽遺跡第10次調査 長田区川西通 3

丁目53-2
神戸市教育委員会 松林 宏典 10 1 6-10 1 6 流れ込み堆積による遺物少量 共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

御蔵遺跡第 2次調査 長田区御蔵通 5

丁目97

神戸市教育委員会 関野  豊 710∬ 9 12 15-10 2 13 奈良時代の掘立柱建物・ 井戸・ 土坑

古墳時代の上坑・ 溝

弥生土器

市営住宅建設

2130∬

御蔵遺跡第 3次調査 長田区御蔵通 5

丁目

働神戸市スポーツ

教育公社

山口 英正 350nf 101.8～ 10227 古墳時代後期～平安時代の掘立柱建物 市営住宅建設

700N

56

-1

松野遺跡第 5-Ⅱ次調査 長田区日吉町 2

丁目

神戸市教育委員会 口野 博史 468だ 944～ 9519 掘立柱建物・ 竪穴住居

井戸・ ピット・土坑・ 溝

土師器・須恵器・ 砥石・ 臼玉

市街地再開発事業

468nf

松野遺跡第 6-1次 調査 長田区若松町 7

丁目

神戸市教育委員会 口野 博史 765r

765Hf

9  5  6～ 9  6 26 掘立柱建物・堅穴住居

井戸・ ビット・ 土坑・ 溝

土師器・須恵器・砥石 。日玉

市街地再開発事業

二番町跡第 8次調査 長田区二番町 3

丁目。四番町 4

丁目

動神戸市スポーツ

教育公社

東 喜代秀
井尻  格

8451f 9 11 5～ 10 2  3 中世の水田畦畔・ 溝・井戸・ ビット

古墳時代の溝・土坑・ ピット

中世の獣骨

遭路建設

と,325tf

58

-1

二葉町遺跡

第 5-I次 調査
長田区腕塚町 6

丁目

神戸市教育委員会 口野 博史 9  6 18-9  7 25 掘立柱建物 。土坑・ 溝・ ピット・ 井戸

状遺構

市街地再開発事業

二葉町遺跡

第 5-Ⅱ次調査

長田区腕塚町 6

丁目

神戸市教育委員会 日野 博史 9827～ 9910 鎌倉時代の掘立柱建物・ 土坑・溝・
ピット・井戸状遺構

土師器・須恵器 。青磁器・ 白磁器

市街地再開発事業

二葉町遺跡第 6次調査 長田区久保町 5

丁目

神戸市教育委員会 口野 博史 985～ 99,17 鎌倉時代後期の溝 。井戸・ 土坑・
ビット

土師器・ 須恵器・ 青磁器・ 白磁器

市街地再開発事業

58

-3

二葉町遺跡第 7次調査 長田区二葉町 6

丁目

神戸市教育委員会 口野

石島

史

和

博

〓
一

700Hf 10 2 23-10 3 28 鎌倉時代の掘立柱建物・井戸

土師器・須恵器 。青磁器 。白磁器・

瓦器・縄文土器 。曲物

市街地再開発事業

700∬

長田本庄町遺跡

第 1次調査

長田区本庄町 ?

丁目 4

神戸市教育委員会 岡田 章一

久保 弘幸
(県支援)

437だ

437nf

10 2 23´ウ10 3 18 中世の柱穴

古墳時代の溝・池状遺構

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

御船遺跡第 2次調査 長田区大道通 2

丁目・御船通 2

丁目

働神戸市スポーツ

教育公社

池田  毅 600∬ 9 4 8～ 9 6 11 古代～中世の掘立柱建物・井戸

弥生時代後期の水田址

市営住宅建設

1,200留

御船遺跡第 3次調査 長田区)1西通 3

丁目57-1
神戸市教育委員会 富山 直人 300雷 9  5 27-9  6  5 中世の須恵器・ 土師器 教会建設

〔国庫補助事業〕

300∬

戎町遺跡第25次調査 須磨区大田町 3

丁目4-17
神戸市教育委員会 西岡 巧次 38∬

38だ

9  6  4～ 9  6 11 弥生時代後期の河道

弥生時代中期の溝

店舗兼個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

戎町遺跡第26次調査 須磨区大田町 4

丁目 2

神戸市教育委員会 富山 直人 200∬

400∬

9  7 11～ 9  8  5 中世のビット。

弥生時代中期の河道・竪穴住居

土師器・弥生土器 。石斧 。人骨

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

平成 9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)141
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Wa 遺  跡  名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者 調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

千歳遺跡第 1次調査 須磨区千歳町 3

丁目 3

神戸市教育委員会 山日 英正 9  7 29-9  8 29 平安時代～鎌倉時代の柱久

弥生時代中期の上器棺

市営住宅建設

66 千歳遺跡第 2次調査 須磨区千歳町 3

丁目 3

ttD神戸市スポーツ

教育公社

山口 英正 9123～ 10,113 弥生時代後期の河道
弥生時代中期の柱穴

土地区画整理

千歳遺跡第 3次調査 須磨区千歳町 4

丁目 1-4
神戸市教育委員会 関野  豊

高瀬 一嘉
深江 英憲

625ポ 102.17～ 10,3.31

Hll継続

古墳時代後期の溝 弥生時代末の竪穴

住居 弥生時代後期の溝
弥生土器・須恵器・ 土師器・石包丁

店舗付き共同住宅

建設

〔国庫補助事業〕625ド

権現町遺跡第 2次調査 須磨区大手町 3

丁目 1-57
神戸市教育委員会 斎木  巌

家塚 英詞

(県支援)

200nf 9, 7.15-9  8 11 平安時代末の井戸・ 土坑

弥生時代の溝

平安時代末の軒丸瓦

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

200r

大田町遺跡第 9次調査 須磨区戎町 5丁

目18

神戸市教育委員会 藤井 太郎 230雷 9  5 21～ 9  6 13 奈良時代の溝・土坑

須恵器・土師器・鋼製品

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

460∬

大田町遺跡第10次調査 須磨区大池町 5

丁目

llD神戸市スポーツ

教育公社

西岡 誠司 220nf 10 2 16-10 3 31 弥生時代後期～古墳時代前期の土坑・

溝 弥生時代中期～後期の土坑・ 溝

弥生時代前期の水田跡・ 溝

土地区画整理

682∬

須磨天神町遺跡

第 1次調査

須磨区天神町 3

丁目4,4丁 目
4

翰神戸市スポーツ

教育公社

松林 宏典
井尻  格

2090∬ 9  5 12-10 3 26 近世の土坑・井戸・ ビット・耕作痕

鎌倉時代～室町時代の土坑 。溝・井戸・

ビット

道路建設

2,090∬

垂水日向遺跡第16次調査 垂水区日向 1丁

目

lHn神戸市スポーツ

教育公社

谷  正俊
平田 朋子

2,060∬

8215∬

947～ 91027 縄文時代後期の洪水砂層と大量の流木
縄文時代早期の人の足跡

市街地再開発事業

垂水日向遺跡天ノ下地区 垂水区天ノ下町

2・ 3・ 6丁 目

rCll神戸市スポーツ

教育公社

西岡 誠司 1 316nf 9 10 21-10 2 鎌倉時代の井戸、平安時代の上坑

古墳時代の土坑 。自然流路

縄文土器・弥生時・土師器・須恵器

市街地再開発事業

1.316∬

垂水日向遺跡天ノ下地区 垂水区天ノ下町

53

神戸市教育委員会 木戸 雅寿
横田  明
(県支援)

110ド 9 11 28-9 12 17 古墳時代の上坑・ 自然流路 共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

110ド

ニツ屋遺跡第 6次調査 西区玉津町ニツ

屋513他

神戸市教育委員会 映

二
彦

宏

喜
憲
明

一

野
谷
栗

本

河
深
小

岸

508ド

508ド

9  4 23-9  6 10 中世の溝・ ピット

弥生時代～古墳時代の溝 。土坑

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

日輪寺遺跡第 4次調査 西区玉津町ニツ

屋字西山692他

神戸市教育委員会 深谷 憲二

氏平 昭則
(県支援)

1,820∬

■820ぽ

9  9 26-10 2 27 中世の掘立柱建物・ 土坑・ 集石

弥生～古墳時代の堅穴住居

鳥形土製品

共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

出合遺跡第36次調査 西区玉津町出合

字中ノ田463・

464

神戸市教育委員会 西岡 巧次 9 4 8～ 9 6 2 室町時代以降の水田畦畔
鎌倉時代の掘立柱建物 。溝・ 土坑

鎌倉時代以前の自然流路

宅地造成

〔国庫補助事業〕

出合遺跡第38次調査 西区玉津町中野

1丁 目9-1・

2

神戸市教育委員会 佐伯 次郎 10, 1 26-10 2 18 古墳時代の土坑 。溝 宅地造成

〔国庫補助事業〕

今津遺跡第 3次調査 西区玉津町字高

津 橋字 岡 ノ下

270

神戸市教育委員会 川上 厚志 267ド 9  7 23´ V9  8 21 古墳時代の水田畦畔

土師器・須恵器・木製品

宅地造成

〔国庫補助事業〕

267nf

今津遺跡第 9次調査 西区玉津町字今

津字岡ノ下 654

-1

神戸市教育委員会 川上 厚志 420∬ 9  8 11-9  8 29 水田土壌・ 地震痕跡

銭貨『治平元宝』

宅地造成

〔国庫補助事業〕

420Hf

新方遺跡野手西方地区

第 1次調査

西区玉津町西河

原字丁目野手他

神戸市教育委員会 山口 英正

浅谷 誠吾
半澤 幹雄

9  4  1～ 9, 7 25 弥生時代前期の埋葬施設 中期の方形
周溝墓 古墳時代中期の竪穴住居
弥生時代の人骨

土地区画整理

〔国庫補助事業〕

平成 9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(5)
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遺  跡  名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

掘 削 面 積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

延調査面積

新方遺跡野手西方地区

第2次調査

西区玉津町西河

原・新方

神戸市教育委員会 山口 英正

東 喜代秀
540nf 995～ 91128 弥生時代前期・ 中期の上坑・ 環濠

掘立柱建物

獣骨

土地区画整理

〔国庫補助事業〕

1,620tf

新方遺跡東方地区

第6次調査

西区玉津町新方

東方206

神戸市教育委員会 冨山 直人 200Hf 9 11 10-9 12 5 中世のビッヽト、弥生時代の土坑 共同住宅建設

〔国庫補助事業〕

200∬

新方遺跡平松地区

第 3次調査

西区伊川谷町潤

和字平松

側神戸市スポーツ

教育公社

西岡 誠司

藤井 太郎

石島 三和

1,720∬ 962～ 103.31 江戸時代以降の地震痕跡
中世の掘立柱建物・土坑、平安時代の

鍛冶工房跡 弥生時代後期の溝

道路建設

5,8001f

白水瓢塚古墳第 3次調査 西区伊
'II谷

町潤

和字 シンド山

神戸市教育委員会 宏

詞英

藤

塚

須

家

2.500∬ 91119～ 10316 古墳時代前期の白水瓢塚古墳周辺の埴
輪棺 古墳時代後期の方墳

宅地造成

〔国庫補助事業〕

2,500∬

頭高山遺跡第 7次調査 西区学園西町 4

丁目

①神戸市スポーツ

教育公社

東 喜代秀
石島 三和

15,000言

15,000∬

941～ 9.6.30 弥生時代中期の竪穴住居 段状遺構
中世の埋葬施設

学園都市造成

城ケ谷遺跡第 3次調査 西区櫨谷町菅野

字城ケ谷

働神戸市スポーツ

教育公社

山本 雅和
石島 三和

中谷  工

18,000∬ 9  4  7-10  1 30 奈良時代前半の蔵骨器 古墳時代の濠
弥生時代の竪穴住居・段状遺構・濠

ニュータウン造成

18,000∬

城ケ谷遺跡

(試掘 )

西区櫨谷町菅野

字城ケ谷

神戸市教育委員会 川上 厚志

中谷  工
1,526Hf 9,9,17～ 91118 弥生時代の竪穴住居 ニュータウン造成

〔国庫補助事業〕

1526ド

丸塚遺跡

(試掘)

西区玉津町丸塚

■他

神戸市教育委員会 河野 喜映
岸本 一宏

163だ 9,8,20～ 992 中世の溝 区画整理

〔国庫補助事業〕

163Hf

兵庫津遺跡第14次調査 兵庫区兵庫町 1

丁目～東柳原 1

丁目

兵庫県教育委員会 岡田・渋谷

鈴木 。三輪

横田

9 414～ 9 8 6 中世～近世にかけての町屋 共同溝建設

御船遺跡 長田区大道通 3

丁目

兵庫県教育委員会 平田 博幸

丹家 昌博
高瀬 一嘉

726∬

∬

9 12 25-10 3 14 中世の集落 団地建設

中遺跡 北区八多町中 兵庫県教育委員会 久保 弘幸

藤井  整

9  8 18-9 11 29 中世の掘立柱建物

古墳時代後期の古墳 3基

近世の鋳型・ 輔 。鉄津

土地区画整理

日下部遺跡 。中遺跡 北区八多町中・

道場町日下部

冥庫県教育委員会 岡田 章一

久保 弘幸

9 10 16-10 2 17 古墳時代～中世の集落跡 土地区画整理

丸塚遺跡 西区玉津町丸塚

81・ 82仙

兵庫県教育委員会 河野 喜映
岸本 一宏

9  6 23-9  9  2 庄内期の水田跡

中世の集落

土地区画整理

垂水日向遺跡天ノ下地区 垂水区天ノ下町 妙見山麓遺跡調査

会

神崎  勝 43ド

ド

9  7 28´ ヤ9  9  1 中世の柱穴

古墳時代の溝

市街地再開発事業

垂水日向遺跡天ノ下地区 垂水区天ノ下町 妙見山麓遺跡調査

会

神崎  勝 674r

ポ

9 10 20-9 12 27 中世の溝・土坑

古墳時代の溝および土坑状 ビット

市街地再開発事業

平成 9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (復興事業に伴う調査)(6)
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平成 9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (通常事業に伴う調査)(1)

還 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者

掘 削 面 積

延調査面積

調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

1 坊ケ塚古墳

(試掘 )

東灘区住吉本町

1丁 目454-1

神戸市教育委員会 菅本 宏明 360∬ 9  5 26-9  6 23 葺石・周濠等 古墳存在の確認 立体駐車場建設

860∬

2 本山遺隊第27次調査 東灘区本山南町

8丁 目6-26

神戸市教育委員会 藤井 太郎 9  4 24-9  5 16 弥生時代の落ち込み

江戸時代の噴砂

弥生土器・ サスカイ ト片

社屋建設

3 住吉宮町遺跡第29次調査 東灘区住吉本町

1丁 目 1

神戸市教育委員会 菅本 宏明
平田 朋子

765tf

l,691∬

91118～ 10331 弥生時代中期の溝 弥生時代末の溝
古墳時代後期の方墳 6基

古代～中世の掘立柱建物

スポーツ施設等建設

4 上津遺跡

(試掘)

北区長尾町上津 神戸市教育委員会 阿部 敬生

浅谷 誠吾

40 al 9128～10127 中世の上坑・ ビット等 下水管敷設

40∬

5

-1

上津遺跡 北区長尾町上津 働神戸市スポーツ

教育公社

東 喜代秀 10 2 13-10 3  4 攪乱のため遺構確認できず 下水管敷設

上小名田遺跡第19次調査 封ヒ区八多町上小

名田

働神戸市スポーツ

教育公社

阿部 敬生 10 2 13-10 3 31 平安時代の上坑・ ビット・溝等 下水管敷設

6 上小名田遺跡第20次調査 北区八多町上小

名田字エンホウ

1

神戸市教育委員全 浅谷 誠吾 110nf 9 11 5～ 9 12,2 平安時代末～鎌倉時代の掘立柱建物・

水溜め遺構

個人住宅建設

〔国庫補助事業〕

220∬

7 茶臼山城跡

(試掘)

北区長尾町上津 働神戸市スポーツ

教育公社

阿部 敬生 32nf 91027～ 91125 堀・ ビット、土師器・釘等の鉄製品 保存整備

32∬

3

-1

淡河木津遺跡第 1次調査 封ヒ区淡河町木津 神戸市教育委員会 川上 厚志 9 5,7-9 6 13 近世の溝 土師器・須恵器・陶磁器 圃場整備

〔国庫補助事業〕

淡河木津遺跡第 2次調査 北区淡河町木津 神戸市教育委員会 哉

介

俊

大

藤

村

内

中

985～ 10122 中世の掘立柱建物・ 土坑墓・ 園地
近世の鍛冶炉 。溜井戸

土師器・ 須恵器・ 刀子・ 火打石

圃場整備

〔国庫補助事業〕

■

淡河萩原城第遺跡

第 6次調査

北区淡河町萩原 神戸市教育委員会 中村 大介 150nf

220∬

9 12 15～ 10 1 19 中世の旧河道 圃場整備

〔国庫補助事業〕

10

-1

勝雄遺跡第 2次調査 北区淡河町勝雄

宮上の原194

神戸市教育委員会 阿部 敬生 540∬ 948～ 9.6.30 奈良時代～中世の掘立柱建物 。土坑・
溝

圃場整備

〔国庫補助事業〕

700nf

ウ

勝雄遺跡第 3次調査 北区淡河町勝雄

宮の浦

神戸市教育委員会 次
　
迪
皇

巧岡

野

西

関

2,200∬ 9  9 25-10 3  4 弥生時代後期の竪穴住居 飛鳥時代の

竪穴住居・掘立柱建物

奈良時代～中世の掘立柱建物

回場整備

〔国庫補助事業〕

2,200ピ

11 野瀬遺跡

(試掘 )

〕L区淡河町野瀬 神戸市教育委員会 哉

格

俊藤

尻

内

井

854雷 9  4  9～ 10 1 20 中世の遺構 。遺物を確認 圃場整備

〔国庫補助事業〕

854r

12 舞子浜遺跡

(試掘)

垂水区東舞子町 神戸市教育委員会 西岡 誠司

山本 雅和
安田  滋

53nf

53∬

10 1 13′ ヤ10 3 12 文化財は確認されず 公園整備

繁田遺跡 西区平野町繁田 鰯神戸市スポーツ

教育公社

西岡 誠司 32言 9 12 10-9 12 15 遺構は確認されず

中世の遺物出土

道路建設

32X

大畑遺跡 西区平野町大畑 翰神戸市スポーツ

教育公社

浅谷 誠吾 10 92  17-10 3 古墳時代前期の溝

中世の溝・ 流路

下水管敷設

―-13-



平成 9年度埋蔵文化財発掘調査一覧表 (通常事業に伴う調査)(2)

遺 跡 名 所 在 地 調 査 主 体 調査担当者 調 査 期 間 調 査 内 容 調 査 原 因

玉津 。田中遺跡平野地区

第13次調査

西区平野町柴崎 働神戸市スポーツ

教育公社

谷  正俊

中谷  工
1.550Hf 9.11 17-10 3 24 弥生時代前期～後期の水田跡

平安時代～鎌倉時代の水路

弥生土器 古墳～鎌倉時代の須恵器

道路建設

2、 757af

向井・ 慶明

(試掘 )

西区平野蛹砂キ・

慶明

神戸市教育委員会 大平  茂

員野  修

9 10 29-9 11 5 古墳の周溝上の溝 中世の遺構 ,遺物
を確認

圃場整備

〔国庫補助事業〕

17 栃木遺跡第13次調査 西区櫨谷町菅野

字東下

神戸市教育委員会 中村 大介 9,4,10～ 9723 弥生時代の竪穴住居 。周溝墓・ 溝 。
土坑・ ビット・ 自然流路

平安時代の掘立柱建物

圃場整備

〔国庫補助事業〕

栃木遺跡

(試掘)

西区櫨谷町菅野

字谷谷

神戸市教育委員会 中村 大分 8だ 9  7 22-9  7 22 遺構は確認されず 個人住宅

8nf

出合遺跡第37次調査 西区玉津町出合

屋敷114-1

神戸市教育委員会 浅谷 誠吾 200∬ 9  7 29-9  8 22 古墳時代の溝・水路 ガツリンスタンド

建設

200雷

青谷遺跡

(試掘)

西区玉津町水谷

字芹含他

神戸市教育委員会 中村 大介 54∬ 10 2 23-10 2 28 弥生土器数点 玉津健康福祉ゾーン

建設

〔国庫補助事業〕54 nf

21 長谷遺跡 西区櫨谷町長谷 lell神 戸市スポーツ

教育公社

井尻  格 9516～ 9610 古墳時代の溝 中世の溝 下水管敷設

櫨谷中学校遺跡

(試掘)

西区櫨谷町池谷 神戸市教育委員会 阿部 敬生 130∬ 10 1 13-10 2 12 遺構は確認されず 下水管敷設

130 nf

長坂遺跡 西区伊川谷町長

坂字垣内

働神戸市スポーツ

教育公社

東 喜代秀
浅谷 誠吾

800∬ 9  8 25-9 10 9 中世の土坑・ 溝・ ピット・ 耕作痕

自然流路

道路建設

2.400√

木津遺跡 西区押部谷町木

津

神戸市教育委員会 チH上 厚志 427雷 9  6 16´ 日9  7  7 時期不明の上坑・ ビット・ 落ち込み 圃場整備

〔国庫補助事業〕

427∬

木津遺跡

(試掘)

西区押部谷町木

津

神戸市教育委員会 山本 雅和 10316～ 10.316 文化財は確認されず 圃場整備

〔国庫補助事業〕

楠・ 荒田町遺跡 中央区楠町 7丁

目

兵庫県教育委員会 中川  渉
岡  昌秀

525∬ 10 2  9～ 10 3 19 平安時代の集落 病棟建設

nf

二郎宮ノ前遺跡 北区有野町二郎 兵庫県教育委員会 西日・篠宮

井本・ 野村

鈴木

9 10 31～ 10 2 7 古墳時代後期～近世の集落 鉄道施設建設

舞子浜遺跡 垂水区東舞子字

舞子ケ浜

兵庫県教育委員会 篠宮  正

野村 展右

9  5 19-9  5 26 古墳時代の埴輪棺 公園整備

神出遺跡 西区神出北字芝

垣内53-1他
兵庫県教育委員会 別府

高本

一
一
史

洋

芳

1,070∬ [0 1 14-10 3,19 平安時代の窯跡 道路建設

nf

東畑遺跡 北区淡河町東畑 阪神文化財調査会 岩崎 直也 3.555r 9  9 24-10 3 31 鎌倉時代～近世の屋敷跡 圃場整備

nf

南浦遺跡 北区淡河町北畑 阪神文化財調査会 岩崎 直也 9  5 26-9  9 16 平安時代～近世の屋敷跡 圃場整備

―-14-―
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1.郡家遺跡 城ノ前地区 第35次調査

Ⅱ.平成 9年度の復興事業に伴う発掘調査

ぐん げ       しろ の まえ
1.郡家遺跡 城ノ前地区 第35次調査

住宅建設に先

面調査を実施

ゝ ´
″
イ

F:´

1.は じめに

fig。 10

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

第 1遺構面

う璃

をヽ手デ

今回の調査地では弥生時代後期から近

近世の耕作土および、矢板による方形

(S X01)、 瓦を敷設した施設 (S XO呈 )

する施設であると考える。また、耕作土

によって生じたものと判断される。

|                。

帥

」
　
　
　
　
　
　
　
　
【

蔵文化財包蔵地で

ろ、遺物包含層が

ヽ

卵拌。

家遺跡内において共

れ、工事に先行して

＼ヽ  ＼ )ヽし ´́

ヽ
ヽ

|

シ 夢
多 π 子 夕

第1遺構面下層

fig。 11 第 1遺構面 。下層検出噴砂平面図
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| 
。           1。 m

fig。 12 第 2遺構面平面図

fig。 13 S B02

第 2遺構面  T K43型式併行期の掘立柱建物 2棟 (S B01002)お よび石組遺構 (S X03)を検出し

た。S B01は独立棟持柱を有する2間×4間の建物である。東柱は確認できなかったが、

遺構面がかなり傾斜していることから高床の建物であったと考える。床面積は 16∬を測

る。S B02は 2間以上×4間以上の大型掘立柱建物である。層位的にみてS B01に 後出す

る建物と考えられる。主柱穴内から土師質蛤壷がまとまって出土している。 S X03は SB

01の南側で検出された。石材の大部分は失われていたが「コ」字状に石を配した遺構と考

えられる。石組内から多くの須恵器・土師器が据えられた状態で検出された。祭祀関連の

遺構と考える。

第 3遺構面  T K10型式併行期の竪穴式住居 7棟 (S H01～07)・ T K73～ T K23型式併行期に機能

していた自然河道 1条を検出した。竪穴式住居は調査区西側で 5棟が切り合った状態で検

出された。 S H05→ S H04→ S H03→ S H02→ S H01の順に築造されたものと考える。出

土遺物に大きな型式差が認められないことから短期間の内に建て替えが行われたものと判

断される。また、そのうち 2棟の竪

穴式住居 (S H01・ S H04)か ら作

りつけのカマドを検出した。

S H06・ 07は小型の竪穴式住居で

ある。明確な主柱穴は検出されなかっ

た。

N R01は、調査地南部を北東から

南西へ向け流れていたと判断される

自然流路である。埋土内からは多く

の遺物が出土したが、その大部分は

一括投棄されたものと考えられる。

最下層からはT K73型式以前に併行

すると思われる須恵器に共伴して布

留式甕が出土した。これらの須恵器 fig.14 第 3遺構面平面図

m
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1.郡家遺跡 城ノ前地区 第35次調査

は神戸市域でも最古型式に属するものである。中層からはT K208型式併行期の須恵器と

ともに土師器甕 (布留式甕を含む)・ 甑・韓式上器甑 。蛤壷・製塩土器・鉄製品。獣骨な

どが出土した。該期の土器編年の基準資料になるものと考える。

第 4遺構面  庄内併行期の竪穴式住居 1棟 (S H08)・ 土坑状遺構 1(S Kll)・ 土坑 1基 (SK

103)を検出した。S Kllは下層の竪穴式住居が一定程度埋没し窪地として地表面から確

認できる段階で礫・土器を投棄したものと考えられる。多数の上師器とともに鉄製品が出

土している。

S H08は、大部分が調査区外のため全容は不明であるが方形 。ないしは多角形と考えら

れる。ベッド状遺構をもつ。

fig。 15 S H02 fig。 17 第 4遺構面

fig.16 第 3遺構面 尋1 9                    19m
∞
Ｈ
井

fig.18 第 4遺構面平面図
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第 5遺構面

3。 ま と め

fig,19

第 5遺構面平面図

弥生時代後期後半の竪穴式住居 1棟 (S H09)を検出した。 S H09は 直径約 10mを測

る大型の円形もしくは多角形住居である。主柱穴は6本を数え、中央土坑を有する。完周

すると思われる周壁溝が巡る。住居内からは竜と思われる絵画をもつ長頸壷が出土した。

限定された調査範囲ではあったが多数の遺構を検出し、多くの成果を得ることができた。

過去の調査成果からみて、今回の調査地点は弥生時代後期および古墳時代後期の集落の

中心部分に該当するものと考えられる。特に弥生後期の絵画土器を伴う大型住居や、古墳

時代後期の棟持柱を持つ掘立柱建物など該期の集落構造を考える上で貴重な資料を提示で

きたといえよう。

X=-141830

旱|

0                          10m

〇
一
守
寸
∞
＝
＞

Fig.20 S H09
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2.郡家遺跡 城ノ前地区 第36次調査

第36次調査

郡家遺跡は、弥生時代～中世にいたる複合遺跡として周知されており、特に奈良時代に

大蔵地区などで検出された掘立柱建物は菟原郡衛跡と推定されている。

城ノ前地区の調査もこれまでに35次にわたって実施されている。今回の調査地の北側隣

接地で昭和62年度に実施した第24次調査では、弥生時代後期の集石墓、古墳時代後期の煙

道をもつ竪穴住居址、鎌倉時代の掘立柱建物などが検出されている。

二il」ノ
く

夕 =

百i

灰 (茶)色砂質シルト層上面で確認した遺構面で、ピット3基、土坑状の落ち込み 1基

を検出した。中世の遺構面と考えられるが、遺構内より出土した土器が細片のため、詳細

な時期については不明である。

淡 (茶)灰色細砂層上面で検出した遺構面で、ピット11基、落ち込み 1ケ所を検出した。

平安時代～中世の遺構面と考えられる。

径 26cm、 深さ28cmを測り、柱抜き取り後に土師器の皿を投棄している。平安時代末の

ものと考えられる。

黒灰色シルト～細砂層 (弥生時代の遺物包含層)上面で確認した遺構面で、ピット3基、

溝状の落ち込み2ケ所、落ち込み1ケ所を検出した。古墳時代後期の遺構面で、中央部西

寄りの部分では遺構面上面で多量の土器を検出した。また、第 3遺構面検出中に水晶製と

考えられる算盤玉 1点が出上した。

東部が 2又に分かれる溝状の落ち込みで、西部は削平されており、検出されなかった。

最大幅 lm、 最深部の深さ7 cmを測り、弥生後期の上器、古墳時代後期の須恵器
。土師器

が出土している。

1.は じめに

fig.21

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

第 1遺構面

第 2遺構面

S P04

第 3遺構面

ヽヽ
式
伴
ヽ
ず
ヽ
「

S D01
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S D02   S D01の 南側で並行するような形で検出した溝状の落ち込みで、幅 60～ 90cm、 長さ 2.2

m以上、最深部の深さ 1lcmを測る。弥生後期の土器、古墳時代後期の須恵器・土師器が

多量に出土した。

S X03   調査区南西隅で検出した落ち込みで、弥生後期の上器、古墳時代後期の須恵器・土師器
が多量に出土した。

第 4遺構面  灰色～茶灰色細砂～中砂層上面で確認した遺構面で、ピット10基、土坑 1基、落ち込み
2ケ所を検出した。

S X04   幅 62cm、 長さ70cm、 深さ1lcmを測る平面形が 3角形に近い形状の上坑で、弥生時代後
期の上器が出上した。

なお第 4遺構面を検出した後、調査区の西・南壁際の断ち割りを行ったが埋蔵文化財は

確認されず、調査を終了した。

3.ま  と め  今回の調査では、調査面積の制約などにより北側隣接地で実施した第24次調査で検出さ
れたような、竪穴住居址や掘立柱建物などの遺構は検出されなかったが、 4面の遺構面を

確認し、第24次調査で確認した各時期の居住域が当調査地にも拡がっていることが確認で

きた。また、水晶製と考えられる算盤玉については、第34次調査において竪穴住居llLよ り

水晶の砕片が出土していたが、今回完形品が出上したことにより、近隣で玉製品の製作・

加工が行われた可能性も考えられるようになったことは大きな成果である。

第1遺構面

Fig,22 調査区平面図

/   9   1   
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3.郡家遺跡 城ノ前地区 第37次調査

ぐん げ

3.郡家遺跡 第37次調査

今回の調査は阪神・淡路大震災の災害復興事業に係る個人医院建設計画に先立って実施

されたものである。当該地は住吉川扇状地の最西部、広範囲に広がる郡家遺跡の北西部に

位置し、埋蔵文化財分布地の範囲内にあたるところから、調査に先立ち神戸市教育委員会

が平成 9年 7月 に確認調査を実施した。試掘の結果、遺構は検出されなかったものの、試

掘坑から遺物と遺物を包含する層が検出され、古墳時代のものと推定される土師器と須恵

器が出上し、その結果を受けて神戸市教育委員会が、同遺跡の広がりやその性格を確認す

る調査が必要と判断し全面調査を行うこととなった。

う6
′`
〔
`ri´
ア
ィ f

調査は新築建物建設予定範囲に調査区を設定し、建築物相当部分にあたる東西 6m、 南

北 10mの工事によって破損を受ける部分を掘削の対象とした。

緩傾斜地に位置する当該地は、大正時代まで洋館風の住宅が建っており、現地表面はほ

ぼ水平を保っているものの当時の建物跡から現地表面には凡そ 50～60cmの盛土がされ、

今回の調査で検出した遺構は、盛土最下層に相当するところから検出されており、調査区

の北部から南東部にかけては撹乱によって層序が残存せず、僅かではあるが調査区東壁中

央部と南壁西側の一部に観察することができた。

調査区断面図に示した層序では緩傾斜地の状況を層序に明確に観察することはできない

が、両壁から見る層序の残存部分と竪穴住居跡の掘り込みを見ると、当時の地形は扇状地

の比較的平坦な部分に相当していたのではないかと推測する。東壁・南壁両断面では6層

の上層堆積が確認された。

I層は近代の耕作上であり人為的に堆積したもので、以下は全て自然堆積と考えられる。

Ⅱa層は土壌化している部分、Ⅱb層は非土壌化している部分であるが明確な土地利用
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の
，
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1。 はじめに

fig.23

調査地位置図

1 : 2′ 500

2.調査の概要

基本的層序
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との関係は把握できなかった。Ⅲ層は古墳時代の遺物を包含する層で調査区の中央部から

北側では確認されておらず削平が顕著で、 S K01及びS B01は このⅢ層を掘り込んで構築

されたものと考えられる。

遺構と遺物  今回の調査で確認した遺構面は2面あるが、削平がすすみ時期の異なる遺構がほぼ同一

面で検出された。遺構面として考えられるのは中世の遺物を包含する層の下層直上と古墳

時代の遺物を包含する層の下層直上と考える。

遺構の検出状況は、狭除な地形が推測される扇状地状の複雑な地形にもかかわらず調査

区の北部と南部の一部に近代の撹乱による削平が見られるものの遺存状態は比較的良好で、

何れの遺構も土石流で堆積した褐色砂質土と考えられる地山を掘り窪めた状態で検出され

た。

主な遺構のうち、古墳時代後半のものと考えられる竪穴住居跡 1軒、明確な時期は特定

はできないものの平安時代前期と考えられる掘立柱建物跡 1軒、時期の特定に繋がる出土

lg Z
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1 10YR5/1褐灰色 細粒砂
Ia 10YR5/4黄褐色 細粒砂
Ib 10YR5/3黄褐色 糸酬立砂
Ⅲ 10YR3/1黒褐色 粗砂・シル ト

W‐ 10YR3/2黒褐色 粗砂・シル ト

V75YR3/4暗褐色 砂層
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fig.24

調査区平面図・断面図
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S H01

S B01

fig。 25

S B01断面図

3.郡家遺跡 城ノ前地区 第37次調査

遺物が殆ど出土していないものの埋土中から12世紀前半のものと考えられる壺型合子の蓋

が出土している土坑 1基が検出された。その他の遺構としては5世紀後半の醒が出土して

いる柱穴 1基を含み 3基の柱穴、掘り込みの浅い溝状遺構と遺物を伴わなWl■格不明の落

ち込み状の遺構が検出されている。ここでは主要な遺構と遺物について、年代順に報告し

ていくことにする。

調査区南側で検出した隅丸方形を呈する竪穴住居跡で、実測値は東西径約 4.5m、 南北

径約4.5mを計る。床面と考えられる部分は粗砂を含む暗灰黄色及び褐灰色上で踏み締まっ

て硬化している状況は観察されず、やや凹凸の起伏が見られる。その他、遺構に伴う柱穴

等の付設は観察されなかった。また、埋土の堆積状況が中層で大きく南北に分割される様

子から時期を前後して人為的に埋め戻していったとも考えられる。この遺構の東隅には

0.8m程の自然礫と考えられる巨石が見られ、遺構はこの巨石を跨ぐように構築されてい

る。この住居跡からは古墳時代の遺物と考えられる土師器や須恵器が出土、器形は甕、郭

蓋であるが、製塩土器片も出土している。

図中 2～ 8は S H01出 上のもので、 2～ 5は土師器、 6～ 8は須恵器である。このうち

2・ 6は床面から、その他は埋土中から出土しているものである。 2～ 4は甕の体部から

口縁部にかけてのものである。 2は口径 13.2cm、 日縁端面に凹線を持つ。 3は 口径 17.2

cmで、外面に赤色顔料の塗布が見られる。日縁内外面はハケメ状工具ナデで調整が施され

ている。 4は日径 18,3cmを計る。 5は製塩土器で底部は欠損して残存しない。 6は甕の体

部から頸部にかけてのもので外面のタタキメをナデ消している。胎土は精良であり、焼成

も良好で断面が赤灰色を呈している。

7、 8は郭蓋である。 7は ほぼ完形で、日径 11.6cm、 器高は 4.9cmを 計る。 8は口径

11.3cmである。 7、 8は須恵器は陶邑編年のT K47に 近い時期のものと考えられる。

調査区の中央付近から南側寄りに位置する。S H01と S K01の 間で 3基の柱穴と調査区

の西側境に接して 1基の計 4基検出されているものの、棟軸の方向、梁行と桁行及びその

規模については1間×2間以上、柱穴間の心々距離の平均値は約 1.7mで ある。柱穴の堀

り込みは掘形の径に対して検出面からの深さが浅いものがあるところから、遺構面の削平

も考えられる。

図中10、 11は S B01か らの出土遺物である。10は明赤褐色の色調で、底部に「茂」の墨

書が見られ、播磨から西方で多く出土しているタイプである。日径 14.lcm、 器高 3,lcm、

E _
D
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NA 40 00m

1 75YR3/1
2 75YR2/2
3 10YR3/3
4 10YR3/4
5 10YR4/1
6 10YR5/2
7 2 5YR5/2

1 25YR3/1

P03埋土
2 25YR4/1
3 2 5YR5/1
4 25YR5/2
5 2 5YR4/1
6 25YR5/1
7 25YR5/4

黒掲色 砂質シル ト

黒掲色 砂質シルト

暗掲色 砂質土

暗掲色 砂質上

掲灰色 粗砂

灰黄色掲色 粗砂

晴灰責色 粗砂

黒褐色 粗砂

黄灰色 粗砂
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fig 26     W下
S H02・ S K01断面図

S K01

S D01

S X01

底径 9,8cmを計り、全体的に精緻な作りである。11は 口径 14.Ocm、 器高 3.lcmを計る。 10

に比べ胎土に砂粒が多く含み、外面に指頭押圧を残すなど作りが粗い。10は 8世紀末から

9世紀頃のものと考えられる。それぞれの遺物の出土状況は、10が柱穴の上面で、11は底

面から出土している。なお、11は土器から時期の特定が出来ないが10と ほぼ同一時期では

ないかと考えられる。

調査区の中央付近で検出した長方形を呈している土坑で、残存状況の良好な 2辺のコー

ナーはほぼ直角に屈折している。遺構の西側は撹乱とS X01に よると思われる削平がすす

み検出状況は良好でない。実測地は東西径約 3.3m、 南北径約 2.7mを計る。遺構に伴う

柱穴等の付設は観察されなかった。遺構の径所を考えると住居跡の可能性も考えられる。

図中12か ら15は S K01か らの出土遺物である。12か ら14は何れも土師皿の小片である。

15は陶器の蓋で、上面のみ灰釉が掛かる。底部は糸切りである。時期は12世紀前半のもの

と考えられる。

調査区の南西部で検出した。調査区境で検出しているため遺構全容の把握はできなかっ

た。溝はほぼ南北方向を指している。検出した遺構の実測地は長さ1,Omで幅は最大で 20

cmを計る。深さは20cmと比較的浅く、遺物は出土していない。

調査区の西部で検出している。遺物の大部分は近代の撹乱によって削平されているため

全体を検出するに至っていない。遺構の一部はS K01と切り合い関係にあり、 S K01の 西

壁を切っているものと考えられるが、遺構の性格は不明である。遺物は出土していない。

fig 28 P 03
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P01 S K01の南コーナーの上部から掘り込んで検出された。

平面は長径は 35cm、 短径は約里7cmの不整楕円形である。

深さは10cm程と浅く、底部は比較的平坦である。埋土上

層には小礫が集石状に見られるが意図的に集積されたもの

なのか、また、遺構の性格は把握できない。遺物は出土 し

ていない。

S K01の北西部で検出された。平面は長径 30cm、 短径

は 25cmの不整楕円形である。深さは 3～ 5 cmと 浅 く、底

部にはやや凹凸が見られる。 P01同様に集石状の小 。中礫

がみられるものの、性格は不明である。遺物は出土 してい

ない。

S H01の 西壁立ち上がりの中央部分に位置する。 S H01

との間に切り合い関係があるものと考えられる。遺構の検

出状況からP03が掘り込まれたものと思われるが、出土遺

物の須恵器の編年で考えると時期的に大きな差が見られな

いことからS H01に伴う施設の遺構と考えられなくもない。

平面は長径 35cm、 短径約 27cmの不整楕円形である。

図中 9は P03か ら出土した遺物である。完形に近い逸で、

底部からほぼ正位に近い状態で出土している。日径 10.9cm、

器高 10,8cmである。日縁内面と底面に近い自然釉が付着す

る。頸部には櫛描波状紋と外面底部にはヘラ書き記号と考

えられる線刻が見られる。時期は陶邑編年のT K23の様相

を残しているもののT K47に 近い時期のものと考えられる。

その他、遺構外遺物では、図中 1の遺物が包含層から出

土している。中世の土鍋と考えられ、日径は23.4cmを計る。

鱒無 |::li:!:||
f■ ||! |  ―
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fig 29 P01～ 03平面図・断面図

巌

3.郡家遺跡 城ノ前地区 第37次調査
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fig.30 調査区全景
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3.ま と め

口縁端部は水平方向に強くつまみ出され、日縁部から体部にかけては「く」の字に強く外

傾する。色調ににぶい黄橙色を呈し、体部外面には平行のタタキと煤付着の痕跡が見られ

る。時期は13世紀頃のものと考えられる。

今回の城ノ前37次調査について、その意義を以下のようにとらえた。郡家遺跡の広がり

はこれまで何回となく行われてきた発掘調査の結果を総合すると東西 1.Okm、 南北 1.2kmに

及び、また、弥生 。古墳時代を経て歴史時代に至る長期に及ぶ複合遺跡であることが知ら

れていた。

しかし、郡家遺跡の中でも標高 39mの高い地点での試掘調査や全面調査の実績が少な

かったにもかかわらず、これまでの調査結果に相応する遺構や遺物が検出・出土したこと

は遺跡範囲を改めて確認する資料を提供できたものと考える。また、この小範囲の調査域

の中で限られた遺構と遺物ではあるにせよ、長期に及ぶ生活の営みが把握できたことは、

今後の調査に於いて扇状地地形における集落形成と立地を考える意味においても貴重な成

果が得られたものと考える。
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fig.31 出土遺物実測図



2.

1.は じめに

fig。 32

調査地位置図

1 :2,500

調査の概要

基本土層

fig.33

調査区土層断面図

4.郡家遺跡 城ノ前地区 第38次調査

4.郡家遺跡 城ノ前地区 第38次調査

周知の埋蔵文化財包蔵地である郡家遺跡 (神戸市東灘区血 5)内における共同住宅建設

に先立ち試掘調査を実施した。その結果遺物包含層が確認され、発掘調査を実施した。

調査地は1980年代に行われた区画整理により、最大2.2mに も及ぶ盛り上がなされてい

て、この下部に近 。現代の旧地表面を確認した。この面から下は現代の耕作土・床土及び

床土の下の整地土、近世の耕作土・床土と続いていた。その直下に古代末の遺構確認面が

ある。この面は明褐色細砂層の上面であり、この層には古代前半の須恵器が含まれている。

この下層には灰黄褐色粗砂混じり細砂層があり、さらに黒褐色細砂質極細砂層が存在する。

この黒褐色層には弥生時代後期の上器が多く含まれ、上面が奈良時代の遺構検出面と推定

される。この下層に褐色細砂層があり、その上面が弥生時代後期の遺構検出面となる。遺

構は4面から検出された。

東西セクシヨン

南北セクシヨン (北 )

FF

南北セクシヨン (南 )

―-33-―
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近世遺構面  最上部の近世の遺構検出面 (0面)は調査区の

北半に広がっていた可能性があるが、調査では北

西部だけで確認できた。鋤溝 3条・清 1条・不定

形土坑 1基・焼土坑 1基が検出された。溝は東西

方向に延び、用水路と思われる。規模は幅 103cm、

深さ 27cm。 溝の東寄りの壁は垂直に立っていて、

この部分には板などで護岸をしていた可能性が考

えられる。溝の埋土からは灯明皿・瓦などが出土

している。なお、この東西溝はその後も現在まで

利用されていた。鋤溝は東西方向を向き、幅の広

いもので 45cm、 狭いもので 16cm、 深さは2～ 3

cmである。またこの鋤溝を切っている焼土坑が検  fig.34第 0遺構面平面図

出された。規模は直径 30cm・ 深さ6 cmで、円形である。壁は火を受けて赤変しており、

炭・灰が詰まっていた。ここからは遺物は出土していない。

第 1遺構面  1面から2面にかけて中世の鋤溝 5条・溝 1条・石材採掘穴 1基 。大石埋設遺構 1基 。

地震痕跡 1群が検出された。

溝の埋土は砂を主体とし川原石が多く混入していて東北東から西北西に向かっているの

で、東の天神川方向からの水の流れを想定できる。鋤溝はかつて耕地があったことを示し、

巨礫の埋設穴は耕地の整備が行われたのを推定させる。

0               19m

fig.35 第 1遺構面平面図
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fig。 36 地震度跡
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4.郡家遺跡 城ノ前地区 第38次調査

石材採掘穴は検出した長さ約9me

幅約 5m・ 深さ約 lmである。北側

を除く各壁は中位が下部や上部より

深く快り込まれていた。

穴の内部には花南岩の巨礫が十点

近く残されていた。埋土にはブロッ

ク状の地山が多く含まれ、人為的に

短期間に埋め戻されていた状況を示

していた。花南岩の崇1片が多く含ま

れ、最上部にはまとまって廃棄され
fig.37 石材採掘穴

た景1片と礫が集中している部分が確認された。穴の時期は埋土の上部から14世紀初頭の青

磁の破片が出土しているので鎌倉時代末から室町時代前半と考えられる。青磁以外の出土

遺物は大部分が弥生土器で、 1点だけ黒色土器が含まれていた。矢穴が残る石はなかった

が、橿原考古学研究所の北垣氏によれば、矢を用いないで「げんのう」で石材を割る技術

もあるので、この石取り穴の脇で掘り出した石材を調整し、景J片類を穴に廃棄した可能性

が考えられる。御影における石材採取 。加工産業の歴史は記録の上では天正十七 (1589)

年までしか遡れないが、それよりも200年以上前からすでに石材加工が古くから行われて

いたことが明らかとなったといえる。

地震痕跡は慶長地震によるスランプ性地滑りの跡で、地割れ・隆起・凹地・滑り面・下

層の大石の存在が総合的に把握できた。通産省地質調査所の寒川氏によれば理論上は予想

されていた現象が教科書通りに確認できた初めての例とのことである。

スランプ性地滑りとは、地震によって起こされる地滑りの一種である。傾斜した土地に

地震による液状化現象が起きた場合、地表下の細砂層が液状化しその上部の土層が滑りだ

す。滑りだした土層中の大きな石が滑る土層直下の滑らない土層中の大石に引っ掛かり上

層が均―に滑らないで、地表に凹地 。盛り上がり。ひび割れが一体になった変化としてみ

られる地滑りをいう。下層の大石によって土層が均―に滑らないので、多く滑った部分は

凹地となり細かいひび割れ入り、土層が下部の大石で止められた場合にはその場所で土が

隆起しの上部により大きな亀裂が生ずる。

第 2遺構面  里面からは掘立柱建物址・土坑・ ピット列・ ピット群・河道跡が検出された。
掘立柱建物址は1～ 2棟にまとまると考えられる。柱穴の直径は 20～40cmの 円形で、

直径 12～ 15cmの柱痕跡が確認された。埋土からは10世紀後半から11世紀前半代の「て」

の字口縁の土師皿・黒色土器などが出土し、掘立柱建物も同時期と考えられる。

河道跡は天神川の旧流路で、六甲土石流研究会の佐藤氏のご教示によれば 3回の土石流

が流れ下った痕跡が認められるとのことであった。河道は調査区の中程で不自然に西に屈

曲しており、人為的な掘削の可能性も推測される。埋没する過程でまとまった量の土師器。

須恵器が流入したり投棄され、その中には円面硯 。長頸壺・短頸壺などがみられた。これ

は本遺跡が「克原郡衛」と密接な関連性があったのを暗示している。河道跡から出土した

主要な遺物は飛鳥時代から奈良時代前半のものである。
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第 3遺構面

ご                  m
fig.38 第 2遺構面平面図

弥生時代後半期の遺構検出面では、掘立柱建物・土坑・土器溜まり・ピット群がみつかっ

た。調査区の北西部は一辺 lm以上もある花南岩が集中し、東端部は奈良時代の河道によっ

て流出していた。掘立柱建物址は柱穴が 3本検出されただけで、残りの柱穴は西側の調査

区外に展開していたと考えられる。検出された柱穴の上部はいずれも慶長地震によって南

西側に60～ 120cmずれていた。掘立柱建物の時期は柱穴内からの出土土器と確認面の層位

から弥生時代後期と考えられる。

この他、遺物包含層からは弥生土器や石鏃などが出土している。

S
fig。 41 第 3遺構面平面図

骨″袴ヵ

fig。 39 第 2遺構面全景

も
の
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Fig.40 第 3遺構面全景
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4.郡家遺跡 城ノ前地区 第38次調査
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3。 ま と め  今回の調査では弥生時代後期、飛鳥時代～奈良時代前半、平安時代後期、中世、近世の

各地代の遺構 。遺物が検出された。

近世では用水路と水田の鋤溝がみつかり、調査地は耕地となっていた。

中世では耕作に伴う鋤溝や耕地の造成による大石の埋設穴などの他に石材の採掘穴が検

出された。今回の調査によって中世前半の御影における石材採取 。加工産業の歴史を考え

るのに不可欠な資料が得られた。

また、慶長大地震による「スランプ性地滑り」の跡が検出され、それにより弥生時代後

期の掘立柱建物の柱穴の上部がずれていたのが確認された。

平安時代後期には掘立柱建物や土坑があり宅地として利用されていた。また、京都で当

時使用されていた「て」の字口縁の上師器皿が出土した。

飛鳥時代から奈良時代にかけては東側に河道があり、埋土から大形の土器片が多く出土

した。硯が含まれていて本遺跡が古代の「克原郡衛」と深い関連があったことを示してい

る。

弥生時代後期には調査区の南西端に掘立柱建物があり、遺物包含層がほぼ全面に広がっ

ていた。調査区は集落内倉庫群の一角であったとみられる。

/ 1〈 ＼

0       3cm

―
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fig,43 弥生時代後期出土遺物実測図(動



1.は じめに

fig.44

調査地位置図

1 : 2′ 500

2.調査の概要

層 序

5.郡家遺跡 大蔵地区 第 6次調査

5。 郡家遺跡 大蔵地区 第 6次調査

郡家遺跡は住吉川と石屋川が形成した複合扇状地上に立地する遺跡である。昭和54年 に

今回の調査地点から北東約 100mの地点で、奈良時代に遡る掘立柱建物を検出したことに

よって菟原郡衛との関係で広く知られるようになった。現在まで都市計画道路山手幹線・

弓場線や、民間のマンション、個人住宅の建設に伴う事前の発掘調査などで、弥生時代か

ら中世までにわたる、東西 500m、 南北 1,000mの規模の大規模な複合遺跡であることが

今回個人住宅 2軒分の新築計画が出されたため、埋蔵文化財が影響を受ける範囲に関し、

発掘調査を実施することとなった。現地は北から南への緩傾斜地であるため、北側と南側

の住宅の工事影響深度には若干の標高差がある。

層序は上から順に現代の造成上・表土、耕作土、旧耕作土が 3層、旧床土と続き、旧河

道の堆積層となる。調査区の北東隅で、旧河道の上層堆積層である黄褐色礫混じり砂質土

の下で、試掘調査で確認された遺物包含層である暗茶褐色粘質土を検出したが、その面積

は約 1ぜで、その部分以外は総て旧河道の堆積層であった。

工事影響深度は検出した遺物包含層の上面から約 10cmの深さまでであったため、遺物

包含層の厚さは確認できなかった。しかしピンポールによる刺突の感触によると、層厚は

約 20cmであると推定される。遺物は6世紀前半頃の須恵器片・土師器片が出土した。ま

明らかとなった。

遺物包含層
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旧河道

3.ま と め

たサヌカイトの最1片 も出土している。

堆積層の途中で工事影響深度に達したため、旧河道の深さは不明である。周辺の調査成

果と微地形の状況を考慮すると、調査地点の西側を流れる天神川の旧河道と判断できる。

遺物は10世紀後半頃の須恵器片が出土した。また6世紀後半頃の須恵器片・土師器片、サ

ヌカイト景J片も出上している。

住吉川と石屋川の複合扇状地上に立地する郡家遺跡であるが、微視的に見ればいくつも

の小河川が扇状地上を開析している。調査地点周辺もその事例を示し、北から南への緩傾

斜地であると同時に西側を流れる天神川へ向かって傾斜している。現代の造成土が約 80

cmと厚いことは、西側へ傾斜する土地を平坦にするための行為であることを物語る。

今回の調査では遺構は確認できなかったが、出上した遺物から判断して 6世紀頃・ 10世

紀後半頃の遺構が近隣に存在することが推定できる。またサヌカイト景J片の出土は弥生時

代の生活痕跡も近隣に存在することを意味していよう。

9                            40m
fig.45 調査区平面図
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おかもとひがし

6.岡本 束遺跡

6.岡本東遺跡 第 1次調査

第 1次調査

遺跡は、阪急岡本駅と甲南大学のほぼ中間に位置し、遺跡の東を流れる天上川の扇状地

上に立地し、標高は約 31mであった。本遺跡のすぐ西には、住吉川によって形成された

扇状地が拡がっている。前述した扇状地の間には浅い谷があり、小河川が断続的に流れて

いたようである。今回の調査でも谷に沿った部分から、弥生時代～古墳時代にかけての流

路が検出されている。本遺跡は隣接地において数次の確認調査が行われていたが、今回の

＼

ヽ

:＼ヘ

層序は、現代の盛上の直下に昭和20年代の決

水砂が約 10～ 20cmの厚さで堆積していた。そ

の決水砂に覆われる様な状態で石垣を伴う近代

の水田面が検出され、耕土の下が中世の第 1遺

構面であった。今回の調査では、中世、弥生

(中期・後期)、 縄文の3面の遺構面を検出した。

第 1遺構面では、南北に並走する5条の溝を

検出した。それぞれの溝の検出された長さは

12.40～19.35m、 幅 0.48～ 0,84mで、ほぼ同間

隔で検出された。埋土は、直径 1～ 2 mmの炭化

物粒子・礫を少量含む褐色砂質土で、しまりは

弱かった。遺物は、須恵器、土師器片が少量出

上した。検出状況から、この清は中世の畑作の

畝跡であると考えられる。

第 2遺構面では、弥生時代の住居跡 2軒、自

1. はじbに

fig。 46

調査地位置図

1 : 2′ 500

2。 調査の概要

第 1遺構面

――――
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Ｗ
蝋

0                   10m

|＼ |
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然
°

第 2遺構面
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Fig.47 第 1遺構面平面図



然流路 3条、土坑 1基、時期不明の

上坑 1基、ピット26基を検出した。

また、第 2遺構面上層では平安時代

と思われる掘立柱建物 1棟、柱痕が

残るピット1基を検出した。

― ⑥
◎

③―

ヽ

①

S H201  弥生時代の竪穴住居 S H 201は南

側調査区の南部で検出され、西側は

第 1遺構面で検出された石垣により

大きく破壊され、北側はS R201に

坐~十~す~す~す―寸――――――――一二甲
m

fig。 49 第 2遺構面平面図

より切 られていた。            V         9      ?m

平面プランは直径約 7.4mの 円形  fig。 48第 2遺構面上面平面図・断面図

で、検出面から床面までの深さ4～ 8 cm、 床面の標高 30。 9mである。埋土は基本的に暗灰

黒色ないしは黒茶褐色砂質土が堆積し土器の細片をやや多く含む。屋内施設としては中央

土坑・土坑・周壁溝・柱穴を備えていた。

中央土坑は二段掘りで床面中央付近で検出された。上段は長軸 94cm。 短軸 75cmの長方

形で床面からの深さ 10cm、 下段は直径 56cmの円形で床面から底部まで深さ45cmであった。

埋上の上層は土器細片・径 2～ 3 cmの礫をやや含むが、下層は炭化物が多く認められる。

焼土化は観察されなかった。中央土坑の周囲には上端幅 6～ 23cm、 下端幅 22～ 37cmで床

面からの高さ6 cmの炉堤が巡る。炉堤は全周せずに西側は途切れる。

坤ピ

ＳＨ２０２鵡
。。　／ツタ為

fig.50 北部第 2遺構面全景

fig,51 南部第 2遺構面全景
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6.岡本東遺跡 第 1次調査

fig.52 S H01平 面図・断面図

C              CI

‖

剛 m

‖̀皓灰黒色砂質土

1'黒茶褐色砂質土(炭化物多く含む、

土器片含み2～ 3cmの礫やや混じる)
2.贈灰色砂質土(粘性ややアリ、土器・

礫わすかに含む)

3 黒色粘質土(炭化物を多量に含む)
4 皓灰褐色砂質土(土器やや含む)
5,階灰色砂質土(粘性わすかにアリ、

土器少量含む)

6 晴茶掲色砂質土(礫を少量含む)

0         2m

住居址東側で長軸 1.75m・ 短軸 0.8

mで床面からの深さ 29cmの長方形を

呈する土坑を検出した。土坑は周壁溝

と接続しており、埋土より高杯の細片

が出土している。

周壁溝は部分的に検出されたがほぼ

全周していたものと推定される。周壁

溝の幅は、約 20cm、 床面からの深さ

6 cm前後である。住居址南側で断続的

に周壁溝が巡る部分がある。柱穴は8

箇所検出され主柱穴となると思われる

3箇所の柱穴を確認したが、 1箇所は調査区外、もしくは撹乱により破壊された可能性も

ある。主柱穴はいずれも柱痕は確認されなかった。主柱穴となる柱穴の床面からの深さは

Plで 32cm、 P2は 48cm、 P3が 39cmである。柱穴間のI巨離はPl～ P里 間が3,45m。

P2～ P3間が3.35mで ある。

出土遺物は未整理であるため詳細は不明であるが、ほとんどが細片で接合できる資料は

限定される。住居址内の土坑下部より畿内第V様式前半期の高杯の杯部が出上している。

S H202  北側調査区のほぼ中央で検出された。西側は近代の水田面とS R201に、東側はS R 203

によって壊されており、遺存状態は良好ではなかった。また、北側の壁面は明瞭に確認で

きなかったため、掘り過ぎてしまった。

平面形態は円形になると思われ、直径は推定で7.5mで あった。検出面から床面までの

深さは、0。 10mで、床面の標高は約 31.4mで あった。埋土は炭、炭化材を大量に含む黒褐

色砂質土からなる1層であり、自然堆積であった。埋土に大量の炭を含み、床面には柱材

が焼け残ったと思われる炭化材が検出されたことから、本住居址は焼失住居であると考え

られる。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦であった。周壁溝は二重に巡り、検出状況から

A

剛m

fig,53 S H01
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全周はせずに部分的に巡っていたも

のと思われる。内側の壁周溝は、幅

0.10～ 0.20m、 深さ0.04～0.05mで 、

外側の周壁溝は幅 0.17～0.21m、 深

さ0,05～ 0,07mで あった。

中央土坑は、住居跡のほぼ中央部

分で検出され、近代の耕作により大

きく削平されているために、掘り込

みが僅かに残るだけであった。規模

は、南北 0.68m、 東西 (0.42)m、

深さ0.09～ 0.12mで 、平面形態は円

形であった。しかし、床面が遺存し

ていたとすると深さは約0.50mであっ

たと思われる。埋土は黒色灰層で、

大量の灰を含んでいた。

ピットは計32基が検出された。Plで は柱痕が残存しており、主柱穴であると考えられ

る。他のピットには、柱痕は確認できなかった。ピットは数も多く、重複が激しいために

住居跡の主柱穴を明確にすることはできなかった。壁溝が二重に巡ることや、ピットの本

数から、 2～ 3回の建て替えが行われたものと考えられる。

crl l

0            3m
か

Ａ
一

fig.54 SH02

EEII

fig.55 S H02平 面図・断面図
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6.岡本東遺跡 第 1次調査

遺物は、最上層から上下端に刃部をもつ磨製石斧が、埋土からは磨製石剣片と石鏃が数

点出土した。また、土器は床面直上からほぼ完形と思われる甕 2点が出土したが、遺物の

整理が未着手であるため詳細は不明である。本住居跡の時期は、出土遺物から畿内第Ⅳ様

式後半と考えられる。

S R201  南側調査区のほぼ中央で自然流路であるS R201を検出した。西側は第 1遺構面で検出

された石垣・耕作により大きく破壊され、東側は調査区外へと延び、北側は一部 S R 202

に切られている。当遺構自体は竪穴住居S H201の北側から東側を切っている。

調査区内で検出された長さは約 10mである。検出面における流路の幅は一定していな

いが、東方向へ向かうほど広くなる傾向にあり3.2m～4.2mで ある。流路は流れによりそ

の肩部を削られたものとみられ、幅の狭い箇所では段状に傾斜しており、特に北側の傾斜

角度は急である。幅の広い部分での流路の横断面は逆台形を呈する。南側調査区北部の検

出面からの深さは最も深い地点で約 1.Omである。

埋土は16層からなるが全て自然堆積であり、最上層は黒褐色砂質土 。上層は灰褐色を基

調とした粗砂・下層は上層のものに径 3～ 7 cm前後の礫をやや含む。最下層は5～ 15cmの

礫を密に含む層に大別される。出土遺物の大半は最上層より出土しているが、上層以下で

も少量の出土がみられた。

出土遺物は詳細な検討を行っていないため時期を特定するには到らないが、最上層より

5世紀中期後葉前後の須恵器・郭身と長胴化しつつある土師器・甕が出上しており、この

時期には完全に埋没したものと思われる。

S R202  南側調査区東側で北西から南東へ向かう自然流路であるS R 202を 検出した。西側では

流路の先端部分になると思われる部分が確認されており、東側は調査区外へとのびる。当

遺構は南側でS R201の北側肩部を一部切っている。

調査区内で検出された長さは約3.7mで、最大幅は約 1.8mと なる。流路の横断面は中

央部が 1段深い皿状を呈しており、南側調査区北部の検出面からの深さは最も深い地点で

Fig.56 S R201 fig.57 S R202
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46cmである。

埋土は9層からなるが、上層は粗砂・下層は砂礫を主体とする層が堆積しているが全て

自然堆積である。一部土器を含む砂質土の堆積がみられるがS R201か らの可能性もある。

出土遺物は未整理であるが現状では、調査区東壁際で須恵器・甕や土師器・甕等が出土

しているが時期の詳細な決定は今後検討を要する。

S R203  北側調査区の北端で検出された。西側はS H202を壊しており、東側の肩部は調査区外

に延びており検出できなかった。

調査区内で検出された長さは約 4.40mで、深さは0.21～ 0.40mで あった。流路の横断面

はほぼ平坦であるが、北から南へと僅かに傾斜が認められる。この傾斜は地形にも沿って

いることから、川の流れは北西から南東方向に向かっていたと考えらえる。

埋土は、上層が淡黒褐色砂質土、茶褐色砂質土、黒褐色砂質土、下層が黒灰色粗砂、黒

褐色粗砂、黒灰色砂礫層などからなる自然堆積であった。また、流路埋没の過程で掘削さ

れた遺構が僅かではあるが壁面の上層断面で確認された。

出土遺物は、第Ⅳ様式～第V様式の弥生土器が主体を占め、 5世紀前半代の須恵器が少

量含まれる。弥生土器は磨滅したものが多く認められ、多くの上器片は上流からの流れ込

みや住居址からの混入であると思われる。時期の上限は、当遺構がS H202を 壊しており、

また第Ⅳ様式の遺物が出土していることから、住居跡とはそれほど時間的差が無いと考え

られる。また、埋没時期は須恵器の出土から5世紀前半代をそれほど大きくは下らないで

あろう。

柱穴群   南側調査区の北部で多くの柱穴を検出している。検出は全て地山面で行っており、北側

調査区の第 2・ 3遺構面を同一遺構面として調査を行っているため、出土遺物が未整理な

現段階では各柱穴の帰属時期の決定は急務の課題であるが、各柱穴に配置・規則性は観察

されず現状では建物跡に復原することはできなかった。

第 3遺構面  第 3遺構面では、縄文時代前期の土坑 1基と

時期不明の土坑 7基を検出した。

S K301  北側調査区の北部で集中して7基の土坑が検

～307  出された。平面形態は6基が円形、 1基が長方
形であった。これらの土坑は、遺物がほとんど

出土していないため詳細な時期は不明である。

しかし、弥生時代の遺構面より下面で検出され

たこと、埋土が弥生時代の遺構とは異なること

などから縄文時代の遺構である可能性が高い。

S K308  北側調査区と南側調査区の境界で検出された。

他の遺構との切り合いは認められない。

形状はやや楕円形を呈するがほぼ円形で東西

方向で 1,Om・ 南北方向で 1.lm、 土坑底部で

は長軸を南北方向にもち0.92mで ある。壁面の

傾斜角度は急で、一部オーバーハングしている

―/
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6.岡本東遺跡 第 1次調査

9                 19m fig.60 第3遺構面全景

fig.59 第3遺構面平面図

部分 も認められ、 したがって底部は平坦面が広い。検出面 はやや掘 り過 ぎの感 もあるが、

深さは69cmで ある。埋土は4層にわたって堆積している。上層より灰茶褐色砂質土・灰

黒色砂質土・暗灰黒色砂質土・黒灰色粘質土の順に堆積しており、最下層は径 2～ 3 cmの

礫を多量に含み、出土土器の大半はこの層より出土している。遺物は北白川上層式の深鉢

が出土しており、縄文時代後期前葉頃に比定される。

3。 ま と め  今回の調査は、当初は東灘Nα16地点遺跡という名称で遺跡の内容が従来不明瞭であった
が、小面積の調査であったにもかかわらず予想外の成果を上げることができた。

弥生時代中期・後期の住居址 2軒の検出と磨製石斧 。石剣等の良好な遺物が出土したこ

とは、周辺の弥生遺跡の状況との関係から本遺跡と同様の立地を呈する岡本北遺跡におい

て弥生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居・掘立柱建物等の遺構が検出され集落は後期

には確実に営まれていたことが判明しており、今回の調査結果からは集落の一端を解明し

たにすぎないが住吉川左岸の上位から中位に移行する扇状地傾斜面に中期後葉には集落の

形成が既に開始された成果を得たことで、同じ扇状地先端部中央付近に立地する本山遺跡

をはじめとする各弥生集落との関連を考える上で貴重な資料を提示したことと思われる。

また、縄文時代後期前葉の貯蔵穴と思われる土坑と北白川上層段階の縁帯文土器が出土

したことも重要である。六甲山南麓の近隣の縄文遺跡では岡本北遺跡で早期の山形押型文

土器、西岡本遺跡では早期の高山寺式段階に属する竪穴住居址 2軒が検出されている。本

遺跡と類似する資料として本庄町遺跡で貯蔵穴 6基とこれより北白川上層式段階に属する

土器が出土しており、この地域の縄文遺跡の動向を検討する上で注目される資料である。
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1.現代の盛土

2.昭和20年代の洪水砂

3 現代の耕土

fig。 62 調査区壁面
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fig.61 調査区断面図



1.は じめに

7.森北町遺跡 第17次調査

もりきたまち

森北町遺跡 第17次調査

森北町遺跡は東灘区森北町一帯に広がる集落遺跡で、六甲山系の標高約 30m付近の丘

陵裾部に立地する縄文時代から中世にかけての複合遺跡である。特に弥生時代から古墳時

代にかけての遺物に注目すべきものがあり、弥生時代終末期～古墳時代初頭の住居址を覆

う包含層から前漢鏡片 (破鏡 ?)、 弥生時代後期の住居址から銅鏃が出土している他、古

墳時代の遺構からは韓式系土器や初期須恵器が出土している。また、この時期には住居址

をはじめとする遺構が数多く構築されており、対外交流をも含めた地域交流の拠点となる

大規模な集落が存在したと推定される。

今回の調査は震災復興にかかる個人住宅建設に伴う発掘調査である。調査地は平成元年

に実施された第 8次調査調査地の南に隣接する部分で、弥生時代後期～奈良時代にわたる

4面の遺構面が検出されており、これらの遺構に続く部分の検出が期待された。

調査区内は盛土を 10cmほ ど除去すると第 8次調査の第 2・ 3遺構面で検出された流路

の埋土となり、先の調査の第 1遺構面に相当する面は存在しない。また調査区の西
1/4の部

分は近世以降の決水、あるいは流路による削平を受けており、第 2・ 3遺構面の一部が既

に失われている。

今回は工事影響深度が現地表から平均して 50cmま での深さであるため、一部では遺構

を完掘できず、遺構の規模や時期の確定などにおいて不明な部分が残った。

今回の調査地は、前回の調査地に比べ地盤が低く、先の調査での遺構検出面が既に失わ

れている部分が多い。従って下層流路埋土内で検出される上層流路は当初判別が困難で、

断面観察により判断した遺構もある。遺構面としては今回 2面が確認された。ここでは先

の第 8次調査の検出面に対応させながら記述を行うこととする。

０
４

fig.63

調査地位置図

1 : 2′ 500

調査の概要
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fig.64

第 1・ 2遺構面

平面図・断面図

第 2遺構面

S D01

第 3遺構面

S D03

|

第2遺構面

‖
5m

S D01は 断面観察の結果判明した。本来は盛土直下 (T,P.24.60m)で 検出された遺構

である。第 8次調査にて 5世紀代の遺物が多量に出土した流路12に相当する。先の調査で

の検出幅は最大 4m、 深さは1.3mで あったが、今回は幅約 1.7m、 深さは約 40cmで ある。

古墳時代の土師器が出土したが、土器の出土量は前回と比較して非常に少ない。

今回検出された第 1遺構面 (T.P。 24.50m)で、流路 1本、住居址状の落ち込み 1基、

土坑 1基、溝 4条、柱穴約30基が検出された。

調査区内での検出幅は約 5m、 深さは約 40cmである。西肩は後世の削平により失われ

ており、規模は不明である。第 8次調査の流路 2に相当し、南に流れるようである。今回

も西肩は確認されておらず、また掘削深度が及ばないため西側の底部の状況についても不

明である。東肩から下がった部分で土師器の甕などが出土している。時期は古墳時代前期

である。

流路堆積  第 8次調査で検出された流路11にあた

る。調査区全体が遺構内に含まれるため、

東、西両肩とも確認されていない。前回

の調査からは少なくとも幅 14m以上の

規模をもつ流路であることが判明してい

る。最大深が 80cmと比較的浅かったた

め、緩やかな谷状地形に洪水砂が堆積 し

た可能性が考えられており、そのように

仮定すれば、今回の調査で確認された最

下層の黒色粘質上が谷の埋土、その上層

に堆積する灰褐色粗砂礫層が洪水による

堆積に相当するかと思われる。

以上が第 3面に相当する検出遺構であ fig.65 S K01
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S B02

S K01

S D04

S D08

柱 列

7.森北町遺跡 第17次調査

るが、流路堆積を除去した段階で住居址

状の落ち込み 1基、土坑 1基、溝 4条、

柱穴約30基が検出された。これらは第 8

次調査第 4遺構面で検出された流路の埋

没後に構築された遺構で、時期的に第 4

面と同時期、またはやや新しい時期の遺

構であると考えられる。

調査区南で検出されたが、大半は調査

区外にあるため全体の規模は不明である。

ここでの検出長は東西約 4m、 南北約

2.5mで、深さは約 20cmで ある。遺物は

少量の弥生土器が出土している程度であ

る。東肩が明確に立ち上がらずに緩やか fig.66 S K01平 面図・断面図

に落ち込んでいるため、住居址でない可能性がある。

長径約 90cm、 短径約 70cmの楕円形の上坑で、深さは約 15cmである。出土遺物量は多く、

全体に細片になってはいるが、ある程度個体が判別できるものが多い。特に下層の遺物の

出土状況からは土坑内で破砕した可能性も考えられる。時期は古墳時代初頭である。

幅約 30cm、 深さは約 10cmであるが、北壁際の一部で約 50cmと深くなる。後述するSD
09の流れの一部と考えられる。灰褐色粗砂混じりの礫層で一時に埋まったようである。

幅約 20cm、 深さ約 10cmの溝である。遺物は出土していない。後述のS Dllか ら派生す

るものと考えられる。

径約 40～60cmの掘形円形の柱穴が 5基検出された。深さは浅いものは 20cm、 深いもの

で約 40cmを測り、 4間分の検出長は約6.3mで ある。今回の調査区内ではこれに対応する

柱列は確認されず、また先の調査においても対応する遺構は検出されていない。柵列とす

るには柱穴掘形の規模が大きいことから掘立柱建物と考えられ、北側の撹乱部分で既に失

われている可含鰺陛が高い。遺物がほとんどなく、詳細な時期は不明である。

24.20m~¬
墓 套 羹 夢

万
~

F19 67 S Dll内 遺物出土状況 fig.68 S Dll内 遺物出土状況
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第 4遺構面  今回検出された第 2遺構面 (T.P,24.00m～ 24.40m)で、地山面及び直上層から切り
込む流路 4本が確認された。

S D02 南に流れる流路で、検出された幅は約 1,8m、 工事影響深度により検出できた深さは約

30cmである。先の調査で幅2.6m以上の規模をもつことが確認されている。壼など弥生時

代後期の上器が出土している。第 3次調査の流路14に相当する。

幅約 2.2mの流路で南南東に流れる。検出できた深さは約 30cmである。北壁断面では明

確な切り合いが確認されておらず、また出土遺物にも時期差が認められないことからSD

02同様、流路14に相当するものと思われる。

南東に流れる溝で、調査区内では最大幅約 3mが検出された。弥生時代後期の高郭など

が出土した。第 8次調査の流路4も しくは流路 5と考えられる。

S D09

S D10

S Dll   南東に流れる溝で、最大検出幅は約 5mである。第 8次調査の流路13に相当する。調査

区内】ヒ側で西へ、南側で東へ僅かに屈曲する。検出できた深さは最大約 30cmで ある。西

肩部ともう1ケ所で遺物の集中する部分が確認された。いずれも弥生時代後期の甕が数個、

正立した状態で出土した。浅い窪みに破棄されたものと考えられる。

3.ま  と め  今回の調査では、第 8次調査で検出された遺構の南側に続く部分が確認され、特に流路
の方向、流れの分岐などが確認できた。調査面積が限られていたにも関わらず、多量の遺

物が出土したが、その大半はやはり弥生時代後期～古墳時代初頭のものであり、当該期に

大規模な集落が存在したことが再認識された。また、この時期の遺構面 (第 4遺構面)で

は多くの遺構が検出されたが、調査地周辺ではその後、洪水が度々起こったようで、谷状

地形や新たな流路が流れ込み、遺構が希薄になるようである。さらに調査が進めば、集落

の変遷などがより明らかになることだろう。

fig.69 第 1遺構面全景 fig,70 第 2遺構面全景
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1.は じめに

fig,71

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序

弥生時代

測

8.本山遺跡 第27次調査

8。 本 山遺 跡 第27次調査

今回の発掘調査は、阪神・淡路大震災によって失われた田辺会館の再建に伴うものであ

る。田辺の名はこの付近の字名で、1889年本山村が施行されるまでは田辺村と称されてい

た。現在はこの会館と」Rの踏切にその名をとどめている。会館が建てられている山神社

は、田辺村の鎮守である保久良神社の蓬拝所にあたる。1994年に北東隣接地でおこなわれ

た発掘調査では、弥生時代中期の竪穴住居址や掘立柱建物が発見されていて遺跡の広がり

は予想されていたが、今回の再建に先立つ試掘調査で弥生土器が出土したため、建築範囲

について全面発掘調査を実施することになった。

悸蒸憂孤
″ こ

|

~~tヽ

O◆

基本層序は、盛土、旧耕土、茶褐色ンルト、暗褐色礫まじり砂 (弥生時代～中世遺物包

含層)(T.P.+21.lm)、 黒灰色シルトまじり砂 (傘大～攀倍大の礫を多く含む)(弥生時

代中期～古墳時代後期遺物包含層)、 黒灰色シルトまじり砂 (傘大の礫を含む)(上面が弥

生時代遺構面)(T,P。 +20,9m)となっている。

遺構は調査区東部に集中しており、弥生時代の土坑 3基、ピット6個、落ち込み状遺構

1カ所が検出された。中央から西側は大形の礫を含む洪水砂におおわれていて、遺構は残

されていなかった。南壁沿いに50～80cmの範囲は中世以降の整地に伴う土砂が充填され

ていて、弥生時代～中世の遺物が多く含まれていた。

径 72cm、 深さ52cmの 円形の土坑である。土坑内に容大の礫がたくさん入っており、そ

れに混じって弥生土器の小片が十数点出土したのみである。

負
建
築
中

S K02
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S K03

3。 ま と め

笙

径 65cm、 深さ76cmの 円形の土坑である。東半分は近世以降の暗渠によって切られてい

て底がわずかに残っているのみである。S K02同様、土坑内に傘大の礫がたくさん入って

おり、それに混じって弥生時代中期の土器片が出土している。

この他、ピットや落ち込み状遺構などを検出しているが、ピット類は建物として認識す

るに至っていない。遺構から出土する土器もいずれも小片で、弥生時代中期に属するもの

と考えられるが、詳細な時期の決定は困難である。

今回の調査地では大部分が洪水砂により遺構が失われていたが、弥生時代中期の集落が

周辺に広がっていることは確実であろう。

/

/

た∂
独 θ

＼

＼

平
fig,72 調査区平面図
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1.は じめに

fig,73

調査地位置図

1 :2′ 500

2。 調査の概要

基本層序

9,住吉宮町遺跡 第24次調査

9.住吉宮町遺跡 第24次調査

六甲山系の南麓一帯には、中小の河川によって、扇状地が形成されている。住吉宮町遺

跡は、住吉川や石屋川をはじめとする小河川によって形成された標高 19m～ 28mの扇状

地の末端付近に立地しており、今回の調査地の現標高は、28m前後である。

この付近の地名は、かつては住吉町坊ケ塚と呼ばれており、住吉神社に残されている江

戸時代の絵地図には、前方後円墳と思われる「坊ケ塚」と書かれた古墳が描かれている。

付近の地籍図をみると、今回の調査地の東側に隣接する区画に前方後円形の地割りがあり、

現況では確認できないが、ここが上記の絵地図に描かれている「坊ケ塚」であると推定さ

れる。

平成 8年11月、当該地において共同住宅建設が計画され、試掘調査を実施した。この結

果、古墳の溝が検出され、埴輪片が出土したため、平成 9年 2月 より、全事業面積 649,32

だの内、工事影響範囲である450ピについて、発掘調査を実施することとなった。

今回の調査は、平成 9年 2月 より開始しており、平成 8年度調査で、既に4基の方墳と

溝、土坑及び庄内期の土器棺が確認されていた。

今年度は、平成 8年度調査区の約 400ポについて、引き続き、古墳の詳細な発掘調査を

実施した。また、 2号墳の東側及び4号墳の南東側を約 50だ拡張した。

今回の調査地における基本層序は、上から、近現代の盛土・灰色砂 (中世後期～近世の

旧耕土)と なり、この灰色砂直下で、古墳の上面が検出される。それより下は、茶褐色砂・

灰色粘質シルト・淡茶褐色砂となる。

今回の調査区内で検出した遺構は、古墳時代中期末～後期初頭の方墳 4基 (24-1号墳

～24-4号墳)、 古墳時代頃の土坑 1基 (S K01)、 弥生時代末～古墳時代前期の土器棺

墓 1基 (S X01)、 平安時代の自然流路 1条 (S D01)である。

4基の古墳は、いずれも墳丘の上端部分は、後世の水田等の造成によって削平されてい

住 吉 ター ミナ ル ビル

検出遺構
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たが古墳が築造されてしばらくしてから洪水による砂によって覆われていたため、墳丘の

下端部分及び周溝内に関しては、良好な状態で残っていた。

24-1号墳  24-1号墳は、調査区の北西側で検出された方墳である。北側は調査区外にのびており、

全体の約3/4が検出されている。

墳丘の上端部は、後世の削平を受けているため、封土は確認されず、また、主体部も確

認できなかった。

古墳の形状は、隅丸方形を呈しており、墳丘規模は、周溝外径 (周溝部を含めた長さ)

で、東西長 9.lm、 南北長 7.Om以上、周溝内径で、東西長 5.5m、 南北長 5.5m以上を測

る。

周溝幅は、1.2m～2.Omで、深さは、30cm～50cmを測る。周溝の埋土は、底部付近は、

暗灰褐色シルト層であるが、上層は、決水による堆積と考えられる黄茶灰色粗砂である。

北東隅を除く各コーナー部に、人頭大の花南岩を積み上げている。現状では、 2個また

は3個残存している。また、南西隅の周溝底で、須恵器の郭・高郭・甦・土師器の壺が、

ｇ
ｏ
程
民
Ｂ

Ｉ
丼

＝

ミ

ド

上

―

fig。 74 調査区平面図
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9,住吉宮町遺跡 第24次調査

l fig,76 土器群 1平面図

fig.77 土器群 2 fig,78 土器群 2平面図

出土している。(土器群 1)

周溝内縁部は、東辺・南辺 。西辺のいずれもほぼ直線的であるが、周溝外縁部は、南側

周溝が、約2.5mに わたって、南側に50cm～ 70cm程、張り出している。この張り出し部の

周溝底で須恵器の邪・壺が出土している。(土器群 2)

24-1号墳の南側周溝のすぐ南側には、24-3号墳が、隣接して築造されている。周溝

の前後関係は明瞭ではないが、24-3号墳の北側周溝が、24-1号墳の南側周溝を切って

いる可能性が高いところから、24-1号墳の方が、若干時期的に遡ると考えられる。

24-2号墳  24-2号墳は、調査区の北西側で検出された方墳である。北側及び東側は調査区外にの

びており、全体の約1/4が検出されている。

24-1号墳のすぐ東側に位置しており、周溝外縁部どおしの距離は、0.6m～ 1.5mで あ

るが、互いの周溝は切り合っていない。また、すぐ南側の24-4号墳とも、周溝外縁部ど

おしの距離は、0.3m～0,7mで あるが、互いの周溝は切り合っていない。

墳丘の上端部は、24-1号墳同様、後世の削平を受けているが、墳丘の中央付近で、東

西長 1.5m、 南北長 0.8m、 深さ 10cm～ 20cmを測る長方形の土坑を確認した。この土坑内

の底面付近から、全長 40cmの鉄刀が 1振出土している。鉄刀は、南西に切っ先を向けた

状態で検出されている。おそらく、この土坑が、24-2号墳の主体部と考えられる。

古墳の形状は、隅丸方形を呈しており、墳丘規模は、周溝外径で、東西長 6.Om以上、

南北長 5.5m以上、周溝内径で、東西長 4.4m以上、南北長 4,Om以上を測る。

fig.75 土器群 1
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人物埴輪

周溝幅は、1.5m～ 1.8mで、深さは、 50

～70cmを測る。周溝の埋土は、24-1号墳

とほぼ同じで、底部付近は、暗褐色シルト

層であるが、上層は、淡黄茶灰色粗砂であ

る。西側の墳丘斜面には、谷大から人頭大

の葺石を葺いているが、南側斜面では、今

回の調査区内では、検出されていない。

周溝内縁部は、南辺・西辺のいずれもほ

ぼ直線的であるが、周溝外縁部は、24-1

号墳で確認された状態より明確ではないが、

西側周溝が、約 1.5mに わたって、西側に

30cm～50cm程、張り出している。この張り

出し部の周溝底で、須恵器の郭・壺・鉄製

品の鋤先が出土している。(土器群 3)

また、南西コーナー部付近の西側周溝底 fig,79 1・ 2号墳

で、墳丘から転落したと考えられる須恵器の甕の破片が多数出上し、墳丘の南側斜面から

南側周溝にかけて、形象埴輪を含む埴輪片が多量に出土している。

これらの中で、特筆すべきものとして、 2体の人物埴輪がある。

そのうちの 1体は、頭部のみ復元が可能であったが、顔面にヘラで線刻し、類や鼻の上

や顎の下に、イレズミを表現していた。イレズミをした男子の埴輪は、古墳を守る人か、

あるいは武人を表していると思われる。

これまでに、イレズミをした男子の埴輪は、近畿地方を中心に、全国で、今回のものを

含め49例出土しているが、神戸市内では、初めてで、兵庫県下でも、芦屋市打出小槌古墳

fig.80  3号 墳 fig.81 4号墳
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9.住吉宮町遺跡 第24次調査

もう1体は、指先から肩、そして腰の部分が復元できた人物埴輪である。腕を前に延ば

し、腰にはフンドシ状の帯があることから、力士の埴輪と考えられる。

その他、馬形埴輪と考えられる破片も出土している。

24-3号墳  24-2号墳は、調査区の西側で検出された方墳である。西側は調査区外にのびており、
全体の約3/4が検出されている。

24-1号墳のすぐ南側に接しており、24-3号墳の北側周溝は、24-1号墳の南側周溝

を切っている可能性が高い。すぐ東側に隣接する24-4号墳とは、周溝外縁部どおしの距

離は、0.4m～0.7mであるが、互いの周溝は切り合っていない。墳丘の上端部は、24-2

号墳同様、後世の削平を受けており、また、墳丘の西半分は、平安時代の自然流路である

S D01に よって削り取られている。

古墳の形状は、隅丸方形を呈しており、墳丘規模は、周溝外径で、東西長 6.5m以上、

南北長 9.6m、 周溝内径で、東西長 4.9m以上、南北長6.5mを測る。

周溝幅は、1.3m～ 2.Omで、深さは、50cm～70cIIlを測る。周溝の埋土は、24-1号墳と

ほぼ同じで、底部付近は、暗黄褐色シルト層であるが、上層は、黄茶灰色粗砂である。北

東隅及び南東隅のコーナー部に、24-1号墳同様、人頭大の花蘭岩を積み上げている。現

状では、 2個または3個残存している。

箱式石棺   墳丘の中央付近で、東西長 2.Om以上、南北長 1,Omを測る箱式石棺を確認した。
箱式石棺は、内法で、幅 40cm、 長さ165cm以上を測り、24-3号墳の主体部と考えられ

い27100m

fig,83 箱式石棺平面図・断面図

fig.82 箱式石棺
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24-4号墳

S X01

fig,85 土器群 4平面図

る。西倶Jの刑ヽ日は、S D01に よって削り取られているため、不明であるが、東側の小日は、

偏平な花筒岩を横向けに積み上げており、現状では2段分のみ残存している。

側壁部も同様に偏平な花蘭岩を使用しているが、小田部とは異なり、石材を縦向けに積

み上げている。現状では1段分のみ残存している。

棺内から遺物は出土しなかったが、石棺の東側掘形内より、刀子と思われる鉄製品が 1

点出上している。

また、南東コーナー部付近の東側周溝底で、須恵器高杯 4個と土師器の壷が出土した。

(土器群 4)

24-4号墳は、調査区の南東側で検出された方墳である。東側は調査区外にのびており、

全体の約3/4が検出されている。

墳丘の上端部は、後世の削平を受けているため、24-1号墳同様、封土は確認されず、

また、主体部も確認できなかった。

古墳の形状は、隅丸方形を呈しており、墳丘規模は、周溝外径で、東西長 13.8m以上、

南北長 17.5m、 周溝内径で、東西長 10.5m以上、南北長 13.5mを測る。

周溝幅は、2.4m～3,9mで、深さは、70cm～1.Omを測る。周溝の埋土は、底部付近は、

暗灰褐色シルト層であるが、上層は、洪水による堆積と考えられる黄茶灰色粗砂である。

北西隅及び南西隅のコーナー部周辺の墳丘斜面には、攀大から人頭大の葺石を葺いてい

る。また、南西隅の周溝底で、墳丘から転落した壺が、墳丘南側斜面で、土師器の甕の破

片が出土している。

南西コーナー部付近の南側周溝底で、須恵器の把手付き椀、土師器の高杯・壺が出土し

た。(土器群 5)

調査区の南西隅、 4号墳の南側で検出された土器棺墓である。弥生時代末～古墳時代初

頭 (庄内併行期と考えられる)の壺形土器が、倒立した状態で検出された。壺形土器の内

側には、後世に流入した土砂の他には、何も検出されなかったが、掘形を掘った後に、土

器を倒立して埋納しているところから見て、土器棺墓である可能性が高いと考えられる。

調査区の南西側で検出された楕円形の上坑である。南北 3.Om以上、東西 1.Om～ 1.2m

を測る。深さ30cm～ 50clllを測る。

fig.84 土器群 4

S K01
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fig.86 土器群 5

S D01

3.ま と め

9.住吉宮町追跡 第24次調査

fig,87 S X01

S K01の 北側は、 3号墳の周溝に接しており、当初は、 3号墳に伴う遺構である可能性

を予想していた。しかし、 3号墳及びS K01の埋没土層の状況を観察した結果 S K01は、

3号墳の周溝に切られているという前後関係が明らかになった。

遺構内及び埋没土内から遺物が出土しなかったため、明確な時期は確定できないが、 3

号墳よりも時期が遡る事から見て、古墳時代前期～中期頃のものと考えられる。

調査区西側で検出された南北方向に流れる平安時代の自然流路である。 S D01の西側は、

調査区外にのびているため、全体の規模は、不明であるが、全長 25,Om以上、幅 2.Om以

上、深さ50cm～ 1.Om以上を測る。

S D01に よって、 1号墳の南西隅及び3号墳の西半分の墳丘は、削り取られており、 3

号墳の箱式石棺の西側小日もS D01に より失われている。

今回の調査では、市街地の地下に、

古墳時代の決水によって埋もれた古

墳時代中期から後期にかけての古墳

群が良好な保存状態で検出された。

当該地は、これまでの調査で発見

された「住吉宮町古墳群」の分布範

囲の北端に位置しており、当初予想

されていたよりも、当古墳群の範囲

が北側にひろがり、東西 600m、 南

引ヒ200mと なった。

また、当古墳群は、前方後円墳で

ある「坊ケ塚古墳」や帆立貝式古墳

である「住吉東古墳」等の盟主墳を

中心として、その周辺に、一辺 5m
～15m前後の方墳が、群集して築造

されるということが、しだいに明ら

かになってきた。現在までに、約40

左 偶 面

1・ 2・ 3.2号墳土器群3
4.]号墳土器群1 5 3号墳土器群4  9        19Cm

fig.88 出土遺物実測図

蛍
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fig.89 調査区全景

基の古墳が確認されているが、総数は200基近くの古墳で構成されていると推定される。

また、今回の調査では、古墳に供えられた土器が、そのままの状態で検出され、当時の葬

送の際に行われる墓前祭祀の様子の一端が判明した。

以上のように、今回の調査では、これまでの調査結果とあわせて考えると、古墳時代後

期の初め (5世紀末から6世紀初め)と いう古墳時代における大きな社会変化の起こる画

期において、古墳群の形成を知る上で重要な資料となった。

また、この地域の居住域や墓域が明らかになり、当時の生活空間の様子の一端を伺うこ

とのできる貴重な資料を得ることができた。

今後は、当地域の調査及び資料の分析・検討が進むにつれて、この時代の姿がよリー層

明らかに成ってくるものと考えられる。

fig。 90 調査区遠景
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10。 住吉宮町遺跡 第25次調査

第25次調査

住吉宮町遺跡は、六甲山地南麓を流れる住吉川、石屋川等の河川により形成された扇状

地上に立地する、弥生時代中期～近世にかけての複合遺跡である。

住吉東古墳をはじめとする古墳群や奈良時代の掘立柱建物などが発見され、現在までに

24次にわたる調査が実施されている。

調査区の層序は、表土、盛土、旧耕土、そして遺物包含層である淡灰褐色砂質土以下の

土層が堆積する。なお、この深度は概ね、調査区北側においてGo L.-150cm、 南側で

-170cmを測る。

また、明褐色砂をベースとして中世、淡灰青色シルト・灰白色砂・暗褐灰色粘質土をベー

スとして古墳～弥生時代後期の2面の遺構面が全面において、またこの 2面の中間には調

査区の東側約 3分の1ほ どにおいて、灰白色砂をベースとする奈良～平安時代前期の遺構

面が確認されている。

第 3遺構面を構成する各土層からは、

若干の遺物が含まれるが、それ以下の

堆積には、遺憮 遺物は確認されなかっ

た。

主な遺構としては、土坑墓、井戸、

土坑、溝などがある。調査区の西側ほ

ど、遺構の密度は高く、残りも良い。

調査区南東部において検出された土

坑墓である。80cm× 35cm以上の長方形

1。 はじめに

fig。 91

調査地位置図

1 :2,500

2。 調査の概要

基本層序

第 1遺構面
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Fig.92 S T01

S T01
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